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「
西
の
浜
」
暮
色

　指月山西側の海岸「西の浜」は
静かな所です。石彫公園を訪れた
人を海へ誘う石の門を通り抜ける
と、日本海が広々と開けています。
　太陽が水平線の彼方に沈むと、
空と海が暮色に染まり、沖合に浮
かぶ漁船が次々と漁り火を灯し始
めます。
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ー西の浜の夕景ー
自然と人間のハーモニー

　この瞬間に出会った人なら誰で
も、しばらく足を止め、自然と人間
が織りなす美しい光景に見とれるで
しょう。太陽は毎日昇っては沈んで
いますが、こんなに素晴らしい夕景
を眺められるのは、自然の豊かな萩
ならではのことと、萩市民は自慢の
種にしてもよいでしょう。
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　皆さんからの情報をスタッフ全員お待ちしています。どんな情
報でもかまいません。あなたの声を聴かせてください。

　
維
新
の
里
に

　
　
　
一
大
時
代
絵
巻
を
展
開

　
　
ー　
萩
・
時
代
ま
つ
り　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
11
月
９
日
・
10
日

　
萩
の
晩
秋
を
飾
る
一
大
イ
ベ

ン
ト
萩
・
時
代
ま
つ
り
が
今
年

も
開
催
さ
れ
る
。

　
約
２
６
０
年
の
伝
統
を
誇
る

平
安
古
備
組
と
昨
年
12
年
振
り

に
復
活
し
た
古
萩
の
大
名
行
列

が
、
萩
市
内
を
練
り
歩
き
、
維

新
の
里
に
一
大
時
代
絵
巻
を
展

開
す
る
。

　
こ
の
ま
つ
り
は
市
民
や
観
光

客
に
萩
に
伝
わ
る
伝
統
の
「
大

名
行
列
」
を
広
く
知
っ
て
も
ら

お
う
と
昨
年
か
ら
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
昨
年
も
、
こ

の
時
代
ま
つ
り
を
一
目
見
よ
う

と
市
外
か
ら
も
多
く
の
人
が
萩

を
訪
れ
た
。

　

な
お
、
宿
泊
等
の
混
雑
が
予

想
さ
れ
、
宿
泊
を
希
望
さ
れ

る
方
は
早
め
に
萩
市
観
光
協
会

へ
。

と　

き　

11
月
９
日
（
土
）・

10
日
（
日
）

と
こ
ろ　

萩
市
民
体
育
館
・
旧

萩
街
道

内　

容　

時
代
行
列
（
10
日
の

み
）、
ふ
る
さ
と
商
人
市
、
時

代
展
ほ
か

問
い
合
わ
せ　
萩
市
観
光
協
会

☎
０
８
３
８・２
５・１
７
５
０
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　　　　　　　　　　　　　　　　鶴江 1 区　伊藤スエさん（79 歳）
　山口県立萩美術館・浦上記念館の建設工事が日を追うごとに進む様
子をずっと見守ってきたような気がします。５月、待望の美術館が完
成。心待ちにさえしてきた施設がやっと姿を表してくれた、そんな気
持ちでした。
　萩の場合、観光などの要素となる多くの文化財や史跡はあるものの、
十分な観光サービスがされてきたのか、不安な面も感じていました。
また、萩焼といっても、観光客をリピーターとして再三萩に足を向け
させるだけの魅力を備えたものなのか。最近の観光客減少の裏側に、
そんな思いを抱かずにはおれない心境でした。観光立市を標榜する萩
にあって、魅力の素となる要因が増えることは本当に有り難く、町全
体が潤うことを願うのは、私だけでないはずです。
　聞くところでは、世界的なコレクションであるとのこと。十分なＰ
Ｒをもとに全市民で大切に育てていかなくては、と考えます。萩の将
来に一つの素晴らしいきっかけのようなものがもたらされようとして
います。大きな活力の素となるように、期待しています。

　　　　　　　　　　　  　大阪府吹田市　満田　武さん（29 歳）
　毎年、帰省はお盆や年末年始といった程ですが、少しずつ変化
していく萩の様子を毎回楽しみにしています。
　最近では、やはり萩有料道路の開通やケーブルテレビなどと
いったものが印象的でしたね。しかし、何といっても、先月帰省
の際に目の当たりにした「山口県立萩美術館・浦上記念館」です。
外観の建物も素晴らしいですし、ネットワークでも紹介されてま
したがコレクションの内容も素晴らしいようですね。今まで萩は、
全天候型の観光地ではなかったので、将来的に暑い夏や雨天、寒
い日などには特に有効であると思います。また、文化の町萩に、
かつてない新しい文化を垣間見ることができる施設としても面白
いのではないでしょうか。
　私も妻もふるさとは萩です。萩の発展のために、新しいスポッ
トが完成したことを宣伝し、微力ながら萩に貢献できるよう努め
たいと考えています。
　本当に素晴らしい施設整備に感銘しています。

　

史
跡
と
文
化
の
町
・
萩
に
、

新
し
い
ス
ポ
ッ
ト
が
加
わ
る
こ

と
を
こ
れ
ま
で
何
度
か
紹
介
し

て
き
た
。
こ
の
ス
ポ
ッ
ト
、
も

う
ご
承
知
の
と
お
り
「
山
口
県

立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
」

で
あ
る
。
施
設
は
５
月
に
竣
工
、

10
月
14
日
の
開
館
を
待
つ
ば
か

り
と
い
う
現
状
で
あ
る
。
い
や

が
う
え
で
も
市
民
間
で
の
こ
の

施
設
に
対
す
る
期
待
感
は
膨
れ

上
が
る
一
方
で
、
特
に
観
光

面
な
ど
に
よ
る
経
済
的
効
果
は

相
当
な
も
の
と
な
っ
て
き
て
い

る
。
商
店
街
で
は
、
観
光
客
用

に
専
用
の
案
内
板
も
設
置
し
、

浦
上
記
念
館
を
巻
き
込
ん
だ
商

戦
も
練
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上

記
念
館
は
、
浦
上
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
中
心
に
浮
世
絵
版
画
、
中

国
陶
磁
な
ど
相
当
数
の
作
品
展

示
が
さ
れ
る
。
浦
上
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
と
は
、
萩
市
名
誉
市
民

で
あ
る
浦
上
敏
朗
氏
が
40
年
近

く
に
わ
た
り
収
集
し
て
き
た
美

術
品
群
の
こ
と
で
、
浮
世
絵
版

画
２
０
０
０
点
、
中
国
陶
磁

２
３
０
点
、
朝
鮮
陶
磁
86
点
、

中
国
青
銅
器
な
ど
43
点
が
そ
れ

で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
、
同
館

へ
の
有
志
寄
贈
や
購
入
分
が
こ

こ
山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上

記
念
館
の
収
蔵
品
と
な
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
萩
に
何
故
浮
世

絵
版
画
な
の
か
、
何
故
東
洋
陶

磁
な
の
か
。
ど
う
し
て
、
萩
焼

で
は
な
い
の
か
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
当
然
浦
上
敏
朗
氏
か
ら

世
界
的
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
寄

贈
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
そ

の
お
陰
で
50
億
円
に
も
及
ぶ
施

設
が
萩
へ
建
築
さ
れ
た
訳
だ

が
、
萩
と
浮
世
絵
版
画
な
ど
と

の
取
り
合
わ
せ
は
、
市
民
ら
の

期
待
ど
お
り
萩
の
活
性
化
の
要

因
と
な
り
得
る
の
か
。
関
連
記

事
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
が
、

山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記

念
館
初
代
館
長
で
あ
る
足
立
明

男
氏
に
よ
れ
ば
、「
萩
の
歴
史

と
文
化
、
こ
れ
は
全
国
に
誇
る

べ
き
も
の
で
あ
り
、
今
に
残
さ

れ
た
萩
の
町
並
み
は
貴
重
で
歴

史
的
な
遺
産
で
あ
る
。
そ
し
て
、

独
自
の
文
化
を
持
つ
浮
世
絵
版

画
と
の
異
質
な
取
り
合
わ
せ

は
、
萩
ら
し
さ
を
追
求
し
て
い

く
た
め
の
良
い
契
機
と
な
る
の

で
は
な
い
か
。
あ
と
は
、
こ
の

美
術
館
を
市
民
に
本
当
に
愛
し

て
も
ら
い
、
生
か
し
て
も
ら
え

ば
、
将
来
的
に
萩
の
町
が
活
気

に
溢
れ
る
町
と
な
る
は
ず
。
将

来
的
な
展
開
が
楽
し
み
」
と
の

意
見
。

　

今
回
、
寄
贈
な
ど
に
よ
り

展
示
を
予
定
し
て
い
る
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
は
相
当
評
価
が
高
い
。

浮
世
絵
版
画
は
、
葛
飾
北
斎
、

喜
多
川
歌
麿
、
東
洲
斎
写
楽
、

鈴
木
春
信
ら
の
代
表
作
で
、
世

界
的
に
も
数
点
し
か
残
さ
れ
て

い
な
い
と
い
う
も
の
が
ほ
と
ん

　

萩
と
会
津
若
松
、
歴
史
的

な
因
縁
が
残
る
町
と
し
て
知

ら
れ
る
。
前
号（
第
10
号
）で
、

会
津
若
松
市
で
の
最
近
の
動

き
に
つ
い
て
紹
介
し
た
が
、

今
後
萩
・
会
津
の
交
流
も
進

展
し
そ
う
な
雰
囲
気
が
感
じ

ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
回
は
両
市

の
繋
が
り
の
中
で
、
興
味

深
い
歴
史
的
な
出
来
事
が
分

か
っ
た
の
で
紹
介
を
し
て
み

た
い
。

　

維
新
の
風
が
吹
き
、
長
州

藩
士
が
歴
史
的
な
役
割
を
果

た
し
た
と
さ
れ
る
時
代
の
中

の
出
来
事
の
一
つ
と
し
て
戊

辰
戦
争
（
１
８
６
８
年
）
が

起
き
た
。
当
時
、
萩
出
身
の

長
州
藩
士
の
多
く
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
現
在
に
お

い
て
も
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
人
物
を
育
て
た
と

し
て
、
ま
た
早
く
か
ら
海
外

へ
目
を
向
け
、
ず
っ
と
先
の

日
本
を
見
つ
め
て
い
た
と
い

わ
れ
る
の
が
吉
田
松
陰
。
萩

か
ら
誕
生
し
た
偉
大
な
先
人

吉
田
松
陰
が
１
８
５
２
年
会

津
若
松
市
を
訪
問
し
て
い
る
。

　

松
陰
が
現
在
の
青
森
県
弘

前
市
ま
で
見
聞
を
広
め
る
た

め
旅
し
た
こ
と
は
有
名
で
あ

る
が
、
こ
の
途
中
後
に
因
縁

の
地
と
な
る
べ
き
会
津
若
松

市
へ
立
ち
寄
っ
て
い
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
吉
田
松
陰

の
生
き
ざ
ま
を
当
時
の
日
記

な
ど
か
ら
綴
っ
た
吉
田
松
陰

全
集
全
10
巻
（
大
和
書
房
）

の
中
の
第
９
巻
東
北
遊
日
記

中
に
記
さ
れ
て
い
る
。
嘉
永

５
年
１
月
29
日
、
予
て
か
ら

親
し
か
っ
た
会
津
藩
士
黒
河

内
傅
太
郎
を
訪
ね
、
翌
月
６

日
ま
で
の
間
滞
在
し
て
い
る
。

こ
の
間
、
松
陰
は
会
津
の
人

た
ち
の
生
活
、
人
柄
な
ど
を

中
心
に
熱
心
な
観
察
を
し
、

日
記
に
書
き
留
め
て
い
る
。

「
學
政
は
童
子
10
歳
以
上
は
必

ず
素
讀
を
學
ば
し
め
、
15
歳

以
上
は
必
ず
弓
馬
槍
刀
を
學

ば
し
め
、
18
歳
以
上
は
必
ず

長
沼
氏
の
兵
法
を
學
ば
し
む
。

午
前
文
を
學
び
、
午
後
武
を

講
ず
と
」。
幼
い
頃
か
ら
文
武

の
両
立
を
志
し
、勤
勉
で
あ
っ

た
会
津
の
土
地
柄
の
印
象
に

つ
い
て
記
し
て
い
る
。
こ
の

ほ
か
、
一
般
の
庶
民
に
つ
い

て
は
、
大
変
純
朴
で
あ
り
、

純
真
な
人
柄
で
あ
っ
た
と
も
。

ま
た
２
月
６
日
に
は
、
黒
河

内
の
案
内
に
よ
り
、
ひ
そ
か

に
日
新
館
の
見
学
も
し
て
い

る
。

　

当
時
、
松
陰
は
こ
の
会
津

の
地
が
、
後
の
維
新
の
流
れ

に
よ
り
惨
劇
の
場
と
な
る
こ

と
を
予
測
し
得
る
は
ず
も
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

萩
が
生
ん
だ
偉
大
な
先
人
吉

田
松
陰
が
会
津
に
深
く
興
味

を
示
し
、
東
北
見
聞
の
旅
の

中
で
８
日
間
も
滞
在
し
た
。

　

現
在
に
生
き
る
我
々
萩
市

民
は
、
こ
う
し
た
事
実
に
改

め
て
運
命
的
な
繋
が
り
の
よ

う
な
も
の
を
感
じ
ず
に
は
お

れ
な
い
、
そ
ん
な
歴
史
の
中

の
ひ
と
コ
マ
で
あ
っ
た
。

　10 月の県立萩美術館・浦上記念館開館につきましては、市民はもとより全国の萩ファン
の皆さんに喜んでいただけるものと考えております。この施設は、萩の自然と文化、史跡を
建設の基本コンセプトとし、設計についても丹下健三氏の手によるものでご満足いただける
ものと思っています。特徴の一つとして、萩の町並みが施設の各所から眺められるよう配慮
もしており、町との調和を大切にしたということでございます。
　また、何よりも感じていただきたいことは、ここに展示保存される作品はどれも素晴らし
いものであるということです。浦上敏朗氏の世界的コレクションは正に世界へ誇れるもので
あり、欧米などの主要美術館から信頼されるパートナーとしての位置付けもされるであろう
ものでございます。
　萩は、日本でも有数な歴史と文化を誇り得る町であります。浮世絵版画や東洋陶磁は世界
にその美が認められている文化であります。この取り合わせは、これからの将来を考えるう
えで、萩の魅力を更に強くしてくれるものであると確信しております。広域的な視点に立っ
た萩らしさを打ち出すための良い契機としてとらえていただき、文化の町萩に調和できるよ
う育てていただければ、必然的に萩の活力も増すことになると思います。
　浮世絵版画や東洋陶磁の魅力は、美しい色彩や絵の中に、手にとってみたいという親しみ
があると思います。まず、この魅力について実感いただき、是非ともその優れた作品を堪能
いただきたいものです。そして、この美術館が全国に愛され誇れるスポットとなりますよう、
市民の皆さんとともに地道な努力をしていきたいと考えております。

山口県立萩美術館・浦上記念館  館長　足立　明男

町
づ
く
り
に
、ど
う
生
か
せ
る
か
が
「
鍵
」

い
よ
い
よ
1 0
月
開
館
！

　
　
　
山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

萩の魅力を広く打ち出す契機として期待を！

「萩の活力源として大きな期待を」 「ふるさと萩への帰省が楽しみになります」

会津若松市　鶴ヶ城

冨嶽三十六景　神奈川沖浪裏

人
柄
に
触
れ
、
松
陰
も
感
銘
を
受
け
た
町

そ
れ
が
「
会
津
若
松
」



（３）

　

10
月
の
総
会
に
向
け
、
心
温

ま
る
お
も
て
な
し
が
で
き
る
よ

う
に
と
、
引
受
期
（
25
・
35
・

45
・
55
歳
）
一
同
準
備
に
追
わ

れ
て
い
ま
す
。
会
誌
も
９
月
に

み
な
さ
ん
の
お
手
元
に
届
け
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。
今
年
は
、

今
春
３
月
に
完
成
し
た
新
し
い

体
育
館
で
の
初
め
て
の
開
催
と

な
り
ま
す
。

　
「
10
年
振
り
に
引
き
受
け
と

な
り
、
初
め
て
引
き
受
け
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
で
も
、
準

備
を
進
め
て
い
く
中
で
若
い
人

と
の
交
流
・
親
睦
も
深
ま
り
、

次
第
に
同
窓
意
識
も
強
ま
っ
て

き
ま
し
た
」。

　

当
日
は
、
み
な
さ
ん
に
ゆ
っ

く
り
と
く
つ
ろ
い
だ
雰
囲
気
の

中
で
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ビ
ー
ル
や
お

酒
な
ど
も
十
分
に
用
意
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
福
引

き
に
よ
る
景
品
も
、
例
年
以
上

に
豪
華
商
品
を
用
意
し
て
い
ま

す
。

　
「
総
会
で
、
懐
か
し
い
母
校

や
萩
の
思
い
出
な
ど
を
語
り
合

い
、
親
交
を
深
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
」。
多
く
の

み
な
さ
ん
の
参
加
を
引
受
期
一

同
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
市
外

か
ら
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎
で

す
。
秋
の
夜
長
の
一
時
を
、
母

校
の
思
い
出
と
と
も
に
過
ご
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

10
月
19
日
（
土
）
午

後
６
時
〜

と
こ
ろ　
萩
商
業
新
体
育
館

ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
い
だ

　
　
　
　
　
雰
囲
気
の
中
で

萩
商
た
ち
ば
な
会
総
会

引
受
期
代
表　

　
小
茅　
稔
さ
ん

　
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
「
モ
ー
ニ
ン
グ
Ｅ
ｙ
ｅ
」
で
社
会
派
レ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
村
上
允
俊
さ
ん
。
全
国
ネ
ッ
ト

で
放
送
し
て
い
る
番
組
な
の
で
ご
存
じ
の
方
も
多
い
の
で
は
。

様
々
な
現
場
を
歩
い
て
き
た
村
上
さ
ん
が
、
今
、
萩
で
の
月

日
を
思
い
出
し
な
が
ら
胸
の
内
を
熱
く
語
っ
て
く
れ
た
。

ＴＢＳテレビ

村
むらかみ

上允
まさとし

俊氏

 　

現
在
の
田
万
川
町
江
崎
に
生

ま
れ
、
中
学
校
か
ら
の
４
年
間

を
津
守
町
で
過
ご
し
ま
し
た
。

旧
制
萩
中
学
校
に
入
学
し
た
の

は
昭
和
16
年
４
月
、
時
は
正
に

太
平
洋
戦
争
へ
と
進
む
風
雲
急

を
告
げ
る
軍
国
主
義
た
け
な
わ

の
時
代
で
し
た
。

　
学
校
で
の
明
け
暮
れ
も
時
代

を
反
映
し
て
厳
格
そ
の
も
の
、

ゲ
ー
ト
ル
を
ま
い
て
の
登
下
校

に
始
ま
り
、
真
冬
の
寒
風
吹

き
す
さ
ぶ
中
を
上
半
身
裸
で
松

陰
神
社
ま
で
の
駆
け
足
な
ど
は

序
の
口
で
、
軍
事
教
練
と
い
う

授
業
が
あ
っ
て
、
い
か
め
し
い

配
属
将
校
の
指
揮
の
も
と
、
小

さ
な
体
に
重
い
歩
兵
銃
を
担
い

で
「
オ
イ
チ
ニ
、
オ
イ
チ
ニ
」

と
半
べ
そ
を
か
き
な
が
ら
行
軍

す
る
と
い
う
、
今
の
中
学
生
に

は
想
像
も
で
き
な
い
時
代
で
し

た
。

　
そ
れ
で
も
４
年
生
の
ほ
ぼ
１

年
近
く
学
徒
動
員
で
過
ご
し
た

光
海
軍
工
廠
で
の
生
活
に
比
べ

れ
ば
、
萩
で
の
日
々
は
バ
ラ
色

の
毎
日
で
し
た
。
油
ま
み
れ
で

旋
盤
と
取
り
組
み
ク
タ
ク
タ
に

疲
れ
て
寮
に
帰
る
と
、
15
畳
の

部
屋
に
12
、
13
人
が
ひ
し
め
い

て
い
る
。
食
事
は
芋
や
大
豆
か

す
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
に
飯

が
ま
ぶ
り
つ
い
た
主
食
、
底
の

透
け
て
見
え
そ
う
な
薄
い
味
噌

汁
に
一
菜
。
せ
い
ぜ
い
麦
飯

だ
っ
た
だ
け
に
シ
ョ
ッ
ク
は
強

烈
で
、
よ
く
夕
方
に
な
る
と
萩

の
空
に
向
か
っ
て
帰
り
た
い
と

叫
ん
だ
も
の
で
す
。
今
、
当
時

を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
思
い

出
は
歳
月
を
美
し
く
包
み
込
ん

で
、
懐
か
し
さ
の
方
が
よ
み
が

え
っ
て
き
ま
す
。

　
私
の
近
況

　

現
在
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
列
で
月
曜

か
ら
金
曜
ま
で
毎
朝
８
時
30
分

か
ら
始
ま
る
「
モ
ー
ニ
ン
グ
Ｅ

ｙ
ｅ
」
に
、
社
会
派
の
レ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
出
演
し
て
い
ま

す
。
こ
の
番
組
は
全
国
ネ
ッ
ト

で
す
が
、
残
念
な
が
ら
山
口
の

方
で
は
放
送
し
て
お
ら
ず
、
一

番
見
て
も
ら
い
た
い
萩
で
私
の

活
躍
し
て
い
る
姿
を
見
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

昭
和
46
年
４
月
に
レ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
今

年
の
３
月
で
丸
25
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
そ
の
間
に
取
材
し
放

送
し
た
も
の
に
は
、
連
合
赤
軍

浅
間
山
荘
事
件
・
ロ
ス
疑
惑
・
日

航
機
事
故
・
ト
リ
カ
ブ
ト
事
件
・

オ
ウ
ム
心
理
教
事
件
な
ど
、
国
民

に
衝
撃
を
与
え
た
も
の
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
特
に
ト
リ
カ

ブ
ト
事
件
で
は
、
捜
査
本
部
で

ど
う
し
て
も
突
き
止
め
ら
れ
な

か
っ
た
ト
リ
カ
ブ
ト
の
入
手
先

を
我
々
ス
タ
ッ
フ
が
特
定
し
て

警
視
庁
に
連
絡
、
犯
人
逮
捕
の

き
っ
か
け
を
つ
く
り
、
こ
れ
は

現
在
で
も
裁
判
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

５
、６
年
前
か
ら
事
件
事
故

だ
け
で
な
く
明
る
い
話
題
作
り

も
す
す
め
、
山
形
県
鶴
岡
市
の

人
面
魚
騒
ぎ
の
火
付
け
役
を
演

じ
た
り
、
４
年
前
に
は
き
ん
さ

ん
ぎ
ん
さ
ん
を
取
材
、
英
会
話

を
教
え
た
特
集
が
話
題
を
呼
び

ま
し
た
。
82
歳
で
亡
く
な
っ
た

（萩中学校第 46 期生）
レポータ

　

ふ
る
さ
と
で
の
思
い
出
は

　
　
　

歳
月
を
美
し
く
包
み
込
む

母
と
同
年
（
明
治
25
年
生
）
と

い
う
こ
と
で
親
近
感
が
増
し
、

つ
い
に
「
き
ん
さ
ん
ぎ
ん
さ
ん

に
母
を
見
た
」
と
い
う
本
を
出

版
、
今
で
は
「
名
古
屋
の
お
ふ

く
ろ
、東
京
の
せ
が
れ
」
と
い
っ

た
お
付
き
合
い
を
し
て
い
ま

す
。

　
萩
へ
の
想
い

　
先
年
皇
太
子
殿
下
ご
夫
妻
の

萩
行
啓
に
同
行
し
て
、
約
50
年

ぶ
り
に
萩
中
学
校
、
現
在
の

萩
高
等
学
校
に
行
っ
て
来
ま
し

た
。
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な

い
周
辺
の
た
た
ず
ま
い
や
古
び

た
武
道
場
な
ど
、
た
だ
茫
洋
と

立
ち
つ
く
し
て
い
ま
し
た
。
啄

木
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
年
と

と
も
に
ふ
る
さ
と
が
恋
し
く
懐

か
し
の
心
境
に
な
り
、
そ
の
う

ち
地
元
の
放
送
局
に
帰
っ
て
古

き
良
き
萩
を
生
か
し
な
が
ら
、

新
し
い
萩
の
創
生
に
微
力
な
が

ら
お
手
伝
い
で
き
た
ら
と
、
そ

ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
毎
日

で
す
。

　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

昭
和
20
年
萩
中
学
校
（
現
萩

高
等
学
校
）
卒
業
、
慶
応
大
学

法
学
部
卒
業
。
平
成
８
年
Ｔ
Ｂ

Ｓ
テ
レ
ビ
レ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

活
躍
中

萩
ガ
ラ
ス
が
当
た
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
ク
イ
ズ

　
次
の
ク
イ
ズ
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、
30
人
の
方
に
今
人

気
を
呼
ん
で
い
る
笠
山
の
玄
武
岩
で
作
っ
た
萩
ガ
ラ
ス
が
当
た
り

ま
す
。

　
萩
市
に
は
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
が
走
っ
て
い
ま
す
。
学
生
時
代
に
通

学
な
ど
で
利
用
さ
れ
た
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
さ

て
、
次
の
問
題
が
分
か
り
ま
す
か
。

問
１　
萩
市
内
に
は
現
在
い
く
つ
の
Ｊ
Ｒ
の
駅
が
あ
る
で
し
ょ
う

か
。

問
２　
左
の
写
真
の
駅
名
は　

応
募
方
法　

　

は
が
き
ま
た
は
Ｆ
A
Ｘ
で
住

所
・
氏
名
・
答
え
、
萩
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
へ
の
ご
意
見
を
記
入
の
う

え
、
〒
７
５
８
萩
市
大
字
江
向

５
１
０
番
地　

萩
市
役
所
広
報
課

内
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会　
『
ふ

る
さ
と
ク
イ
ズ
』
係
へ
（
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
８
３
８・２
６・５
４
５
８
）
へ

＊
当
選
者
の
発
表
は
、
商
品
の
発

送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

ど
。
ま
た
古
陶
磁
に
つ
い
て
も
、

中
国
や
朝
鮮
の
永
い
歴
史
に
み

る
魅
力
多
い
作
品
群
で
構
成
さ

れ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
保
存
・
展
示
と

い
っ
た
建
築
面
に
お
い
て
も
充

実
し
た
施
設
で
あ
り
、
申
し
分

な
い
受
け
皿
で
あ
る
こ
と
に
違

い
な
い
。
山
口
県
立
萩
美
術
館・

浦
上
記
念
館
に
つ
い
て
よ
く
こ

う
評
さ
れ
る
。「
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
立
っ
た
瞬
間
か
ら
、
こ

こ
に
必
要
な
３
要
素
（
収
蔵
内

容
、
施
設
、
ス
タ
ッ
フ
）
は
全

て
揃
っ
て
い
る
。
あ
と
は
、
磨

き
を
掛
け
る
だ
け
」
で
あ
る
と
。

磨
き
を
掛
け
る
た
め
に
は
、
美

術
館
ス
タ
ッ
フ
の
手
腕
は
も
ち

ろ
ん
で
あ
ろ
う
が
、
ど
れ
だ
け

愛
せ
る
か
、
萩
市
民
に
か
か
っ

て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
な

い
。

　

山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上

記
念
館
の
出
発
に
あ
た
り
、
こ

れ
か
ら
萩
と
上
手
く
調
和
し
、

育
て
ら
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
望

む
も
の
で
あ
る
。

◎
蒐
集
家
浦
上
敏
朗
の
眼

︱ 

館
蔵
名
品
展
示 

︱

　

浦
上
敏
朗
氏
自
身
が
、
厳
選

し
た
作
品
で
構
成
。
錦
絵
以
降

の
浮
世
絵
の
展
開
が
概
観
で
き

る
浮
世
絵
版
画
１
９
５
点
、
新

石
器
時
代
か
ら
明
代
ま
で
の
中

国
陶
磁
１
５
３
点
、
高
麗
か

ら
李
朝
の
朝
鮮
陶
磁
79
点
を
展

示
。
浦
上
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
核

と
す
る
館
蔵
名
品
を
心
行
く
ま

で
堪
能
で
き
る
（
浮
世
絵
に
つ

い
て
は
作
品
保
護
の
た
め
全
作

品
を
展
示
替
え
）。

会　

期　
　

10
月
14
日
（
月
）

〜
12
月
23
日
（
月
）　

※
月
曜

休
館
。
た
だ
し
オ
ー
プ
ン
当
日

は
開
館
。

月
曜
日
が
祝
日
・
振
替
休
日
の

場
合
は
翌
日
が
休
館　
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

（
入
館
は
午
後
４
時
ま
で
）

入
館
料　
　
一
般
７
２
０
円　

大
学
・
高
校
生
５
１
０
円　
小
・

中
学
生
３
０
０
円

◎
中
国　

仙
人
の
ふ
る
さ
と
︱

山
東
省
物
産
展

　
斉
・
魯
の
国
と
い
わ
れ
た
春

秋
・
戦
国
時
代
か
ら
、
王
侯
の

封
国
が
林
立
し
、
経
済
、
文

化
が
栄
え
、
繁
栄
を
き
わ
め
た

漢
時
代
ま
で
の
山
東
省
の
豊
か

な
新
発
見
の
発
掘
資
料
を
中
心

に
、
人
々
の
死
生
観
や
社
会
生

活
の
あ
り
さ
ま
を
映
し
出
す
。

会　
期　
　
平
成
９
年
１
月
５

日
（
日
）
〜
３
月
16
日
（
日
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

30
分

※
月
曜
休
館
（
但
し
、
１
月
６

日
と
祝
日
を
除
く
）

開
館
記
念
行
事

三彩騎馬女子俑（唐）

難波屋おきた　喜多川歌麿



み
ん
な
、
萩
が
好
き
な
ん
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
・
・
会
員
だ
よ
り

　

家
が
商
売 

（
電
気
屋
）
を
し

て
い
て
、
子
供
の
頃
か
ら
家
事

を
手
伝
っ
て
い
た
の
で
あ
ま
り

遊
ん
だ
覚
え
が
な
い
ん
で
す
。

だ
か
ら
、
通
学
路
が
遊
び
場
の

よ
う
な
も
の
で
し
た
。
明
倫
小

学
校
付
近
は
み
ん
な
蓮
田
だ
っ

た
ん
で
す
よ
。
今
の
商
業
高
校

の
グ
ラ
ン
ド
も
、
駐
車
場
の
と

こ
ろ
も
・
・
・
。
そ
の
中
を
通
っ

て
い
る
畦
道
が
近
道
に
な
っ
て

い
て
、
家
に
着
く
ま
で
に
泥
ん

こ
に
な
っ
て
い
た
り
し
た
こ
と

が
楽
し
い
思
い
出
で
す
ね
。

　

他
に
は
、
住
吉
祭
り
の
御
船

や
花
火
大
会
、
秋
の
天
神
祭
り

の
大
名
行
列
な
ど
が
懐
か
し
い

で
す
ね
。
近
い
の
で
毎
年
帰
っ

て
い
ま
す
が
、
吉
田
町
付
近

も
随
分
変
わ
っ
た
な
と
感
じ
ま

す
。
古
い
家
が
あ
っ
た
と
こ
ろ

が
、
駐
車
場
に
な
っ
て
い
た
り

す
る
と
、
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
気

も
し
ま
す
。

　
九
州
か
ら
萩
へ
の
交
通
の
便

は
良
い
よ
う
で
、
以
外
と
不
便

な
ん
で
す
ね
。
以
前
は
山
陰
線

の
急
行
で
乗
り
換
え
な
く
て
東

萩
に
着
い
て
い
た
ん
で
す
。
九

州
か
ら
の
直
通
の
バ
ス
が
で
き

る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

帰
省
し
た
と
き
、
必
ず
会

う
友
達
が
２
人
い
ま
す
。「
元

気
！
」
と
声
を
交
わ
す
だ
け
で

す
が
、
そ
れ
だ
け
で
何
か
ホ
ッ

と
す
る
ん
で
す
。

　

10
月
の
浦
上
美
術
館
の
開

館
、
と
て
も
楽
し
み
で
す
ね
。

美
術
鑑
賞
に
は
興
味
が
あ
っ
て

九
州
の
美
術
館
め
ぐ
り
を
し
て

い
ま
す
が
、
ま
た
一
つ
訪
ね
る

と
こ
ろ
が
増
え
ま
す
。

　

福
岡
県
北
九
州
市　

岡
田
み

の
り
さ
ん
（
旧
姓
＝
津
田
・
吉

田
町
出
身
）

　
高
校
時
代
は
萩
市
内
に
下
宿

し
て
い
ま
し
た
。
気
が
変
わ

り
や
す
い
の
か
下
宿
先
を
何
回

も
変
わ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。
平
安
古
や
田
町
に
い
ま
し

た
が
、
当
時
は
ほ
と
ん
ど
賄
い

付
き
で
、
家
庭
的
だ
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　
下
宿
か
ら
は
自
転
車
で
通
っ

て
い
ま
し
た
が
、
蔦
が
絡
ま
っ

た
り
、
崩
れ
か
け
た
土
塀
か
ら

の
ぞ
く
夏
み
か
ん
が
ず
っ
と
続

い
て
い
た
景
色
を
鮮
明
に
思
い

出
し
ま
す
。
道
は
今
よ
り
狭
く
、

舗
装
な
ん
か
無
か
っ
た
と
思
い

ま
す
よ
。
数
年
前
、
通
学
路
を

歩
い
て
み
た
の
で
す
が
、
堀
内

は
ま
だ
昔
の
面
影
が
残
っ
て
い

て
、
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
田
町
や
城
東
付
近
に
あ
っ

た
土
塀
は
ほ
と
ん
ど
無
く
な
っ

て
お
り
随
分
町
並
み
が
変
わ
っ

て
い
て
、
寂
し
い
気
が
し
ま
し

た
。

　
軟
式
テ
ニ
ス
を
今
で
も
楽
し

ん
で
い
ま
す
が
、
数
年
前
、
筑

波
市
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
愛
好
家

の
集
ま
り
に
参
加
し
て
、
高
校

時
代
ペ
ア
を
組
ん
で
い
た
陽
君

と
30
年
振
り
に
再
会
し
、
感
激

し
ま
し
た
。

　

歳
を
重
ね
、
故
郷
を
離
れ
た

今
、
萩
は
静
か
で
、
落
ち
着
い

た
良
い
町
だ
な
と
思
い
ま
す
。

帰
っ
た
と
き
に
は
、
夏
み
か
ん

菓
子
や
か
ま
ぼ
こ
、
萩
焼
き

の
湯
飲
み
を
お
土
産
に
買
い
ま

す
。

　
今
の
落
ち
着
き
を
大
切
に
し

た
街
づ
く
り
を
し
て
欲
し
い
で

す
ね
。

　

茨
城
県
稲
敷
郡　

長
嶺
哲
夫

さ
ん
（
阿
武
町
出
身
）

　

川
上
村
は
、
昭
和
16
年
に
国

の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た

日
本
で
唯
一
の
ユ
ズ
自
生
地
で

あ
る
。

そ
の
ユ
ズ
を
利
用
し
た
の
が
、

大
正
10
年
創
業
の
岡
崎
酒
造
場

の
「
柚
子
リ
キ
ュ
ー
ル
」。
柚

子
の
果

汁
と
日
本
酒
を
ブ
レ
ン
ド
し
た

日
本
で
初
め
て
の
お
酒
で
、
若

い
人
か
ら
、
女
性
や
お
酒
の
弱

い
人
で
も
お
い
し
く
飲
め
、
口

あ
た
り
の
良
い
レ
モ
ン
ス
カ
ッ

シ
ュ
風
の
酒
で
あ
る
。
萩
市
内

の
ホ
テ
ル
な
ど
で
、
食
前
酒
と

し
て
よ
く
出
さ
れ
て
い
る
。

　
「
村
お
こ
し
商
品
と
し
て
、

特
産
の
柚
子
を
利
用
し
た
商
品

が
で
き
な
い
も
の
か
と
、
山
口

県
工
業
試
験
場
と
連
携
し
て
出

来
上
が
っ
た
も
の
で
す
」
と
、

３
代
目
社
長
の
岡
崎
圭
之
助
さ

ん
。
こ
の
柚
子
リ
キ
ュ
ー
ル
を

買
い
に
来
る
女
性
客
も
多
い
。

よ
り
お
い
し
く
飲
む
に
は
、
よ

く
冷
や
し
て
か
ら
飲
む
こ
と
だ

そ
う
だ
。

　

ま
た
、
こ
の
岡
崎
酒
造
は
本

醸
造
酒
「
長
門
峡
」
で
も
有
名

で
あ
る
。
社
長
曰
く「
甘
口（
う

ま
く
ち
）
で
あ
り
、
さ
ら
り
と

し
た
後
味
で
評
判
が
い
い
で
す

ね
」。
東
京
方
面
か
ら
の
注
文

が
多
い
と
の
こ
と
。
こ
の
長
門

峡
、
山
口
県
内
産
の
米
を
吟
味

し
て
選
別
し
た
も
の
し
か
使
わ

な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

柚
子
リ
キ
ュ
ー
ル
１
本
６
０
０

円宅　
配
（
送
料
別
）

柚
子
リ
キ
ュ
ー
ル
６
本
入
り

３
８
０
０
円
（
箱
代
を
含
む
）、

12
本
入
り
（
７
２
０
０
円
）

長
門
峡　

上
選
１
本
１
８
９
０

円　
清
酒
１
６
５
０
円

岡
崎
酒
造
場

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
８
３
８・５
４・２
０
２
３

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
８
３
８・５
４・２
２
２
０

　
川
上
村
の
阿
武
川
温
泉
側
の

お
食
事
処
「
山
酔
」
は
鮎
料
理

が
食
べ
ら
れ
る
店
と
し
て
知
ら

れ
る
。
こ
の
店
の
板
長
・
浅
見

勉
さ
ん
の
お
勧
め
は
鮎
の
塩
焼

き
で
あ
る
。
鮎
の
単
品
料
理
は
、

塩
焼
き
・
セ
ゴ
シ
１
尾
６
０
０

円
、
定
食
（
ご
飯
、
吸
い
物
、

漬
け
物
、
フ
ル
ー
ツ
付
き
）
は

１
０
０
０
円
と
、
手
頃
な
値
段
。

　
「
お
客
さ
ん
に
う
ま
い
も
の
を

食
べ
て
も
ら
い
、
味
に
納
得
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
心
が
け
て
料

理
し
て
い
ま
す
」
と
、
東
京
で
20

年
余
り
の
料
理
経
験
の
あ
る
浅

見
さ
ん
。

　

山
酔
は
鮎
料
理
の
ほ
か
、
四

季
に
応
じ
て
地
元
の
素
材
を

使
っ
た
料
理
や
、
麺
類
・
丼

物
な
ど
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
が
そ

ろ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
お
客
の

注
文
に
応
じ
た
料
理
に
も
対
応

し
て
く
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の

場
合
は
事
前
に
予
約
が
必
要
と

の
こ
と
。

　
最
後
に
板
長
の
も
う
一
つ
の

お
勧
め
料
理
は
、
秋
か
ら
冬
に

か
け
て
の
味
噌
仕
立
て
の
し
し

鍋
（
山
家
定
食
・
や
ま
が
て
い

し
ょ
く
）
で
あ
る
。
寒
い
季
節

に
は
体
の
芯
ま
で
あ
っ
た
ま
る

と
の
こ
と
。

　
阿
武
川
温
泉
に
浸
か
っ
た
後

で
食
さ
れ
て
は
い
か
が
だ
ろ
う

か
。
店
内
に
は
、
川
上
村
の
特

産
品
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら

れ
て
い
る
。

山　
酔　

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
８
３
８・５
４・２
４
２
２

　今が旬！！
　　ふるさとのあの味、この味 　

子
ど
も
の
頃
食
べ
た
あ
の
「
お
ふ
く
ろ
の
味
・
ふ
る
さ
と

の
味
」
は
、
忘
れ
る
事
な
く
残
っ
て
い
る
の
で
は
。
今
月
号

で
は
、
懐
か
し
い
ふ
る
さ
と
の
味
、
新
し
い
ふ
る
さ
と
の
味

を
お
伝
え
し
ま
し
ょ
う
。

　
豊
か
な
自
然
と
ホ
ル
ン
フ
ェ

ル
ス
で
有
名
な
須
佐
町
。
こ
こ

に
、
平
成
６
年
４
月
に
須
佐
漁

協
婦
人
部
に
よ
っ
て
で
き
た
水

産
加
工
直
売
所
・
ジ
ョ
イ
フ
ル

セ
ン
タ
ー
須
佐
は
、
須
佐
近
海

　
特
産
品
の
酒
と
鮎
料
理
・
川
上
村

　

日
本
で

　
初
め
て
の
お
酒　

　
「
柚
子
リ
キ
ュ
ー
ル
」

　
　
　
　
　
　

岡
崎
酒
造
場

　
明
倫
小
学
校
時
代
、
蓮

田
の
畦
道
が
通
学
路
の
遊

び
場
だ
っ
た

　
崩
れ
か
け
た
土
塀
か
ら

の
ぞ
く
夏
み
か
ん
を
眺
め

な
が
ら
の
通
学

　
日
本
海
か
ら
吹
く
風
に
の
っ

て
磯
の
香
り
が
漂
う
大
井
地

区
。
こ
こ
大
井
浦
漁
協
で
は
、

季
節
に
応
じ
て
萩
近
海
で
獲
れ

る
魚
介
類
の
加
工
品
を
製
造
・

販
売
し
て
い
る
。
全
国
に
出
荷

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
ご
存

じ
の
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
バ
フ

ン
ウ
ニ
の
ア
ル
コ
ー
ル
漬
け
と

甘
塩
漬
け
。
わ
か
め
に
し
そ
の

香
料
を
入
れ
た
「
し
そ
わ
か

め
」、
み
そ
汁
の
だ
し
と
り
の

「
い
り
こ
干
し
」
な
ど
豊
富
な

海
産
加
工
品
が
揃
っ
て
い
る
。

最
近
は
、
萩
で
水
揚
げ
さ
れ
た

ア
ジ
を
開
き
加
工
（
一
夜
干
し
）

し
た
も
の
が
よ
く
出
る
と
の
こ

と
。
ま
た
、「
う
に
め
し
の
素
」

も
あ
り
、
萩
の
味
を
十
分
に

堪
能
し
て
い
た
だ
け
る
と
の
こ

と
。

　
「
ふ
る
さ
と
を
遠
く
離
れ
て

い
て
も
、
い
つ
で
も
ふ
る
さ
と

の
海
の
幸
を
味
わ
っ
て
い
た
だ

け
ま
す
」
と
、
工
場
長
の
松
浦

さ
ん
。

　

同
漁
協
で
は
、
注
文
に
応
じ

　
海
、
山
の
幸
が
味
わ
え
る
・
・
萩
市

季
節
に
応
じ
た　

　
新
鮮
な
魚
介
類
の

　
　
　
　
加
工
製
品

　
　
　
　
　
大
井
浦
漁
協

た
宅
配
（
送
料
別
）
も
行
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

大
井
浦
漁
協
食
品
工
場　

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
８
３
８・２
８・１
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
８
３
８・２
８・０
８
３
０

　

萩
市
木
間
の
「
神
楽
み
そ
」

は
、
10
年
前
か
ら
地
元
の
人
が

自
分
た
ち
だ
け
で
作
っ
て
い
た

も
の
だ
が
、
味
の
良
さ
が
評

判
と
な
り
市
販
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

地
元
の
白
米
と
国
産
の
大

豆
・
塩
だ
け
を
使
い
、
一
切
添

加
物
は
使
用
し
て
お
ら
ず
、
昔

な
が
ら
の
味
を
守
り
な
が
ら
作

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
健
康
に

配
慮
し
塩
分
控
え
目
の
ち
ょ
っ

と
薄
味
で
、
大
豆
の
香
り
が

み
そ
に
う
ま
く
生
か
さ
れ
て
い

る
。
最
近
の
健
康
ブ
ー
ム
で
、

塩
分
控
え
目
の
こ
の
神
楽
み
そ

を
買
う
人
は
多
い
と
聞
く
。　

　　
み
そ
に
は
米
み
そ
、
麦
み
そ
、

合
わ
せ
み
そ
の
３
種
類
が
あ

る
。

米
み
そ
１
ｋ
ｇ
４
８
０
円
、
麦

み
そ
１
ｋ
ｇ
４
５
０
円
、
合
わ

せ
み
そ
１
ｋ
ｇ
４
７
０
円
。

　
塩
分
控
え
目
で

　
健
康
食
品
と
し
て

も
人
気
上
々

　
　

木
間
の
「
神
楽
み
そ
」

Ｊ
Ａ
萩
市
山
田
支
所
木
間
事
業

所

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
８
３
８・２
７・０
７
１
０

　
鮎
料
理
や

　
季
節
も
の
の
料
理

　
で
も
て
な
し

　
　
　

お
食
事
処
「
山さ
ん
す
い酔
」

　
手
づ
く
り
の
味
が
自
慢
・
・
須
佐
町

　
地
元
で
獲
れ
た
魚
を

　
真
心
こ
め
て　

　
手
づ
く
り
加
工

　
ジ
ョ
イ
フ
ル
セ
ン
タ
ー

　
須
佐

（４）



　

萩
商
業
高
校
時
代
、
軟
式
テ

ニ
ス
で
毎
日
真
っ
黒
に
な
っ
て

練
習
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。
相
島
先
生
が
部
の
顧
問
で

厳
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
親
身
に

な
っ
て
指
導
し
て
い
た
だ
い
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
汽
車

通
学
で
、
朝
６
時
過
ぎ
に
家
を

出
て
、
東
萩
か
ら
学
校
ま
で
往

復
し
ま
し
た
。
今
な
ら
よ
く
あ

れ
だ
け
歩
い
た
も
の
だ
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
頃
は
友
達
と
お

喋
り
し
た
り
、
途
中
の
店
で
パ

ン
を
買
っ
て
食
べ
た
り
し
て
い

ま
し
た
か
ら
全
然
遠
い
と
思
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
む
し
ろ
楽
し
か
っ
た
で
す

ね
。

　

駅
前
は
随
分
整
備
さ
れ
て
、

き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
が
、
昔

の
雑
然
と
し
た
店
の
並
び
も
良

く
覚
え
て
い
ま
す
。

　
大
阪
に
住
ん
で
19
年
に
な
り

ま
す
が
、
こ
の
頃
ノ
ス
タ
ル

ジ
ッ
ク
に
な
っ
て
、
故
郷
の
こ

と
が
気
に
な
り
ま
す
。
時
々
、

帰
郷
し
ま
す
が
、
そ
の
た
び
に

気
に
入
っ
た
萩
焼
き
を
買
っ
て

帰
り
ま
す
。
萩
に
い
る
時
は

何
と
も
思
わ
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
一
個
づ
つ
増
え
る
萩
焼
き

を
見
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。　

　　
ま
た
、「
う
に
」「
か
ま
ぼ
こ
」

「
し
そ
わ
か
め
」
は
萩
を
思
い

出
さ
せ
て
く
れ
る
味
で
す
。
主

人
は
結
婚
す
る
ま
で
「
う
に
」

を
食
べ
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、

い
ま
で
は
好
物
の
一
つ
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
隣
近
所

の
人
に
も
萩
の

味
と
し
て
自
慢
し
て
い
ま
す
。

　

大
阪
府
南
河
内
郡　

天
見
順

子
さ
ん
（
旧
姓
＝
伊
藤
・
須
佐

町
出
身
）

　
帰
郷
の
た
び
に
、
気
に

入
っ
た
萩
焼
を
買
っ
て
帰

る
の
が
楽
し
み

で
獲
れ
た
旬
の
魚
・
貝
・
藻
類

だ
け
を
水
産
加
工
し
て
販
売
・

宅
配
し
て
い
る
。「
体
に
い
い

魚
を
見
直
し
て
も
ら
い
、
須
佐

近
海
で
獲
れ
る
新
鮮
な
魚
・
貝
・

藻
類
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
お
う
と
開
店
し
ま
し
た
。
一

切
添
加
物
は
使
っ
て
お
ら
ず
、

旬
の
味
を
そ
の
ま
ま
活
か
す
よ

う
、
ま
ご
こ
ろ
を
込
め
て
手
づ

く
り
、
仕
上
げ
を
し
て
い
ま

す
」。

　
旬
の
魚
や
海
藻
が
加
工
さ
れ

て
詰
合
せ
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
「
須
佐
浦
手
づ
く
り
セ
ッ
ト
」

（
３
５
０
０
円
〜
）
に
は
、
文

字
通
り
旬
の
魚
な
ど
が
詰
ま
っ

て
い
る
。

　
一
度
買
っ
た
お
客
か
ら
の
注

文
の
ほ
か
、
口
込
み
で
知
っ
た

人
か
ら
の
注
文
も
年
々
増
え
て

き
て
い
る
と
い
う
。
お
客
の
注

文
に
合
わ
せ
て
の
詰
め
合
せ
も

で
き
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ジ
ョ
イ
フ
ル
セ
ン
タ
ー
須
佐

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

０
８
３
８
７・６・２
２
１
５

（
午
後
５
時
以
降　

Ｔ

Ｅ

Ｌ
・

Ｆ

Ａ

Ｘ

０
８
３
８
７・６・２
６
５
３
）

　

そ
の
昔
、
須
佐
之
男
命
が
天

よ
り
降
り
立
ち
こ
の
地
を
治
め

た
と
い
う
伝
説
が
今
も
残
る
須

佐
町
は
、
神
話
・
伝
説
を
現
在

に
伝
え
る
か
の
よ
う
に
「
赤
米
」

が
大
地
に
い
き
づ
い
て
い
る
。

　
須
佐
町
の
特
産
で
あ
る
こ
の

赤
米
を
利
用
し
た
お
菓
子
が

「
お
い
で
ま
せ
山
口
を
」
で
あ

る
。
赤
米
と
ソ
フ
ト
に
焼
き
あ

げ
た
お
煎
餅
を
、
甘
さ
を
お
さ

え
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
で
練
り
合

わ
せ
た
も
の
。
米
の
持
つ
香
ば

し
さ
が
口
に
残
り
な
か
な
か
の

味
で
あ
る
。
一
度
食
し
て
み
て

は
。

申
し
込
み　

つ
わ
ぶ
き
の
館　

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
８
３
８
７・６・２
２
６
６

　

山
の
幸
で
ふ
る
さ
と
を
・
・
・
旭
村

　
地
元
の
特
産
品
だ
け
を
使
っ

た
鍋
物
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

佐
々
並
郵
便
局
で
は
、
旭
村

内
で
採
れ
た
産
物
だ
け
の
鍋
物

セ
ッ
ト
を
ゆ
う
パ
ッ
ク
で
皆
さ

ん
の
お
宅
に
お
届
け
で
き
る
と

の
こ
と
。

　
ふ
る
さ
と
の
味
を

　
い
っ
ぱ
い
詰
め
た

　
　
　
ゆ
う
パ
ッ
ク

　
　
　
　　

佐
々
並
郵
便
局

　

こ
の
鍋
物
セ
ッ
ト
に
は
Ａ
・

Ｂ
の
２
種
類
が
あ
り
、
旭
村
の

特
産
品
の
さ
さ
な
み
と
う
ふ
を

は
じ
め
、
田
舎
み
そ
、
旭
し
め

じ
、
明
木
し
ょ
う
ゆ
な
ど
が
詰

め
合
せ
と
な
っ
て
い
る
も
の
。

Ｂ
セ
ッ
ト
に
は
、
さ
さ
な
み
コ

シ
ヒ
カ
リ
１・
５
ｋ
ｇ
が
つ
い

て
い
る
。
12
月
だ
け
の
期
間
限

定
で
あ
る
が
、
毎
年
６
０
０
を

超
え
る
申
し
込
み
が
あ
る
と
の

こ
と
。
お
歳
暮
用
品
と
し
て
も

人
気
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、
同
郵
便
局
で
は
、
さ

わ
や
か
な
飲
み
心
地
と
あ
と
味

満
点
の
佐
々
並
の
地
酒
・
銀

嶺
の
ゆ
う
パ
ッ
ク
も
行
っ
て
い

る
。
こ
ち
ら
は
年
中
扱
っ
て
い

る
と
の
こ
と
。

鍋
物
Ａ
セ
ッ
ト
３
８
０
０
円

＝
８
品
・
鍋
物
Ｂ
セ
ッ
ト

４
８
０
０
円
＝
９
品
（
い
ず
れ

も
送
料
込
み
）

地
酒
・
銀
嶺
（
３
０
０
ｍ
ｌ
５

本
入
り
）
３
３
０
０
円
か
ら

申
し
込
み　

佐
々
並
郵
便
局　

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
８
３
８・５
６・０
２
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
８
３
８・５
６・０
９
２
１

※
申
し
込
み
は
、
12
月
20
日
ま

で
。

　
季
節
の
特
産
物
を

お
届
け
し
ま
す

　
　
田
舎
っ
ぺ
く
ら
ぶ

　
旭
村
内
の
季
節
に
応
じ
た
野

菜
な
ど
を
定
期
的
に
お
届
け
し

て
い
る
の
が
旭
村
役
場
経
済
課

内
の
「
田
舎
っ
ぺ
く
ら
ぶ
」
で

あ
る
。
会
員
制
を
と
っ
て
お
り

四
季
に
応
じ
て
村
内
の
特
産
品

を
会
員
に
届
け
て
い
る
。
会

費
３
万
円
と
２
万
円
の
２
コ
ー

ス
あ
り
、
３
万
円
は
年
６
回
、

２
万
円
は
年
４
回
発
送
し
て
い

る
。
こ
の
９
月
に
は
、
新
米
の

旭
村
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
発
送
す
る

と
の
こ
と
。
現
在
関
西
を
中
心

に
、
約
80
名
の
会
員
が
あ
る
。

　

会
員
の
申
込
期
間
は
、
毎
年

４
〜
６
月
と
な
っ
て
い
る
が
、

随
時
申
し
込
み
は
受
け
付
け
て

い
る
と
の
こ
と
。

問
い
合
わ
せ　

旭
村
役
場
経
済

課
内
・
田
舎
っ
ぺ
く
ら
ぶ　

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
８
３
８・５
５・０
２
１
１

　

お
い
し
い
新
米
を
・
・
・
む
つ
み
村

　

今
が
、
稲
刈
り
が
ま
っ
最
中

の
む
つ
み
村
の
米
は
、
光
り
輝

く
む
つ
み
米
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。
銘
柄
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
と

ヤ
マ
ヒ
カ
リ
で
、
９
月
20
日
か

ら
は
新
米
の
出
荷
も
始
ま
る
と

の
こ
と
。

　
豊
か
な
自
然
が
残
る
む
つ
み

村
は
、
米
作
り
に
は
欠
か
せ
な

い
土
質
・
気
候
に
恵
ま
れ
て
お

り
、
こ
こ
で
獲
れ
た
お
米
は

山
口
県
内
で
も
お
い
し
い
と
評

判
。
宅
配
も
行
っ
て
い
る
と
い

う
。

コ
シ
ヒ
カ
リ
５
ｋ
ｇ
２
６
０
０

円
〜

申
し
込
み　
Ｊ
Ａ
山
口
阿
武
吉

部
支
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
８
３
８
８・６・０
３
３
１

　
恵
ま
れ
た
地
形
や

　
気
候
で
お
い
し
く

　
　
実
り
ま
し
た

　
　
　
　
む
つ
み
村
の
新
米

　

む
つ
み
村
の
商
工
会
で
は
、

萩
市
内
の
業
者
と
連
携
し
て
む

つ
み
村
の
特
産
品
で
あ
る
ト
マ

ト
（
有
機
栽
培
）
を
利
用
し
た

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
、
こ
の
８

月
に
作
っ
た
。　

ト
マ
ト
の
淡

い
酸
味
が
あ
り
、
後
口
が
さ
わ

や
か
と
好
評
を
得
て
い
る
と
い

う
。
た
だ
し
、
出
来
て
間
も
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
む
つ
み
村

で
し
か
販
売
さ
れ
て
い
な
い
の

が
、
残
念
で
あ
る
。

問
い
合
わ
せ　

む
つ
み
村
商
工

会
内
フ
ー
ド
む
つ
み　

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
８
３
８
８・６・０
９
７
９

こ
の
８
月
に

　
出
来
た
ば
か
り
の

　
　
　
新
商
品
で
す

ト
マ
ト
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

　
新
鮮
な
果
物
を
・
田
万
川
町
・
阿
東
町

　

阿
東
町
徳
佐
の
リ
ン
ゴ
は
、

育
成
ま
で
の
日
照
時
間
が
長

く
、
糖
度
が
16
〜
18
度
と
甘
く

て
お
い
し
い
と
の
評
判
。
ま
た
、

暖
地
で
の
リ
ン
ゴ
で
あ
り
、
水

分
も
多
く
東
北
の
も
の
と
比
べ

る
と
硬
さ
も
ほ
ど
よ
く
、
歯
ざ

わ
り
は
日
本
人
向
き
と
い
う
。

今
、
同
町
内
に
あ
る
各
リ
ン
ゴ

園
で
は
ち
ょ
う
ど
リ
ン
ゴ
狩
り

の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
て
お
り
、

リ
ン
ゴ
狩
り
に
来
る
親
子
連
れ

な
ど
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
る
。

11
月
中
旬
ま
で
行
わ
れ
る
と
の

こ
と
。
宅
配
も
行
っ
て
い
る
。

５
ｋ
ｇ
（
15
〜
６
個
入
り
）

３
５
０
０
円
〜
（
送
料
別
）

徳
佐
リ
ン
ゴ
組
合　

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
８
３
９
５・６・０
５
５
３

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
８
３
９
５・７・０
７
６
７

　
歯
触
り
は

　
　
　
日
本
人
向
き

　　　　　
徳
佐
リ
ン
ゴ
組
合

特
産
の
赤
米
に

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
味
を

　
　

ブ
レ
ン
ド

　
「
あ
が
り
ま
せ
山
口
を
」

　

田
万
川
町
の
小
川
地
区
で

は
、
梨
（
20
世
紀
）
の
出
荷
の

最
盛
期
を
迎
え
て
い
る
。
益
田

市
や
萩
市
か
ら
の
独
自
注
文
も
多

い
と
の
こ
と
。

　

こ
こ
の
梨
で
お
勧
め
は
、
新

水
・
幸
水
の
銘
柄
で
あ
る
。
梨

に
袋
を
か
け
な
い
無
袋
栽
培

で
、
直
接
日
光
を
当
て
て
で
き

る
た
め
に
糖
度
が
高
く
、
甘

く
て
美
味
し
い
と
の
こ
と
で
あ

る
。
特
に
、
今
年
は
天
候
に
も

恵
ま
れ
出
来
が
非
常
に
良
い
と

の
こ
と
で
あ
る
。

３
ｋ
ｇ
（
６
〜
７
個
入
り
）

３
０
０
０
円
、
５
ｋ
ｇ
（
10
個

入
り
）
４
５
０
０
円
、
10
ｋ
ｇ

（
20
個
入
り
）
７
０
０
０
円
（
い

ず
れ
も
送
料
別
）

Ｊ
Ａ
山
口
阿
武
小
川
支
所　

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
８
３
８
７・４
０
１
２
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
８
３
８
７・４・０
１
８
５

　
無
袋
栽
培
で

　
　
　
で
き
た
梨　

　
Ｊ
Ａ
山
口
阿
武
小
川
支
所

　
地
元
の
素
材
に
こ
だ
わ
る
・
福
栄
村

　
福
栄
村
紫
福
地
区
に
平
成
２

年
オ
ー
プ
ン
し
た
ふ
く
ふ
く
セ

ン
タ
ー
で
は
、
地
元
の
素
材
だ

け
を
使
い
添
加
物
も
一
切
使
用

し
て
い
な
い
漬
け
物
セ
ッ
ト
を

製
造
加
工
し
て
い
る
。
摘
果
メ

ロ
ン
の
か
す
漬
け
、
千
両
な
す

の
か
ら
し
漬
け
、
ふ
き
の
つ
く

だ
煮
、
な
す
の
醤
油
漬
け
な
ど

漬
け
物
セ
ッ
ト
と
人
気
商
品
で

あ
る
生
味
噌
を
セ
ッ
ト
に
し
て

販
売
・
宅
配
し
て
い
る
。

　

特
に
生
味
噌
は
、
昔
な
が
ら

手
づ
く
り
に
よ
り
味
噌
本
来
の

味
を
保
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

こ
の
味
噌
、
個
人
か
ら
の
委
託

加
工
も
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

30
ｋ
ｇ
が
５
０
０
０
円
（
材
料

費
を
含
む
）
と
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
材
料
の
関
係
で
12
月

か
ら
３
月
ま
で
と
、
６
月
と

な
っ
て
い
る
の
で
ご
注
意
を
。

ふ
く
ふ
く
セ
ッ
ト　

２
５
０
０

円福
栄
村
ふ
く
ふ
く
セ
ン
タ
ー　

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
８
３
８・５
３・０
１
３
３

地
物
だ
け
で
作
っ
た

漬
け
物
セ
ッ
ト
を

　
　
　
　
　
ど
う
ぞ

　
　
　
ふ
く
ふ
く
セ
ッ
ト

　

皆
さ
ん
の
中
で
「
貸
本
」

と
聞
い
て
、
心
を
弾
ま
せ
る

方
も
多
い
の
で
は
。
か
つ
て

庶
民
の
楽
し
み
は
読
書
で
あ

り
、
そ
の
本
を
手
に
入
れ
る

代
表
が
貸
本
屋
で
あ
っ
た
。

そ
の
貸
本
屋
が
現
在
で
も
萩

市
内
で
営
業
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
「
八
丁
読
書
ク
ラ
ブ
」、
萩

自
動
車
学
校
の
近
く
に
あ
る

こ
の
貸
本
屋
は
、
開
業
40
年

を
迎
え
る
歴
史
あ
る
店
で
あ

る
。
現
在
の
店
主
、
粟
屋
マ

シ
コ
さ
ん
（
78
歳
）
は
開
業

当
時
を
振
り
返
り
「
何
し
ろ

商
売
の
経
験
が
全
く
な
か
っ

た
か
ら
ね
。
素
人
が
す
る
の

で
、
資
本
も
少
な
く
て
す
む

か
ら
始
め
た
の
で
す
」
と
少

し
照
れ
な
が
ら
語
る
。

　

以
前
は
「
萩
貸
本
組
合
」

ま
で
あ
る
ほ
ど
盛
ん
だ
っ
た

貸
本
業
も
、
テ
レ
ビ
の
波
に

押
さ
れ
、
今
で
は
姿
を
消
し

つ
つ
あ
る
。「
子
供
の
数
が

減
っ
た
か
ら
ね
」
と
寂
し
そ

う
に
語
る
粟
屋
さ
ん
だ
が
、

今
で
も
足
繁
く
通
う
常
連
の

お
客
が
来
る
こ
と
が
楽
し
み

だ
と
い
う
。「
毎
日
来
る
人

が
姿
を
見
せ
な
い
と
ち
ょ
っ

と
心
配
に
な
り
ま
す
ね
」
と

笑
う
。

　
「
お
ば
ち
ゃ
ん
、
や
め
ん
で

ね
」
の
声
を
支
え
に
、
今
後

も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
の

こ
と
。

　

子
供
の
頃
、
こ
の
店
に

通
わ
れ
て
い
た
方
も
多
い
は

ず
。
帰
省
さ
れ
た
折
り
に
立

ち
寄
っ
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ

う
。
き
っ
と
そ
こ
に
は
懐
か

し
い
顔
が
笑
っ
て
迎
え
て
く

れ
る
は
ず
・
・
・
。

八丁読書クラブの前で

貸
本 

八
丁
読
書
ク
ラ
ブ

粟
屋
マ
シ
コ
さ
ん（
江
向
）

懐
か
し
の
店

（５）



　

来
年
は
毛
利
元
就
の
生
誕

５
０
０
年
に
あ
た
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

テ
レ
ビ
が
戦
国
武
将
、
毛
利
元

就
を
大
河
ド
ラ
マ
で
と
り
あ
げ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

  

元
就
は
情
報
収
集
に
す
ぐ
れ
、

智
略
の
武
将
と
し
て
今
日
で
も

大
い
に
参
考
に
な
る
人
物
で
あ

る
が
、
も
し
元
就
が
生
ま
れ
て

い
な
け
れ
ば
、
歴
史
上
で
萩
は

存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は

と
、
ふ
と
思
っ
た
り
す
る
。

  

そ
こ
で
元
就
が
生
ま
れ
、
そ

し
て
75
年
の
生
涯
を
終
え
た
広

島
県
高
田
郡
吉
田
（
よ
し
だ
）

町
を
訪
ね
て
み
た
。

  

吉
田
町
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る

標
高
４
０
０
メ
ー
ト
ル
の
郡
山

（
こ
お
り
や
ま
）
が
、
吉
田
毛

利
発
祥
の
地
で
あ
り
、
こ
の
国

の
史
跡
の
な
か
に
毛
利
元
就
の

墓
所
が
あ
っ
た
。
線
香
と
ロ
ー

ソ
ク
１
本
ず
つ
入
っ
た
封
筒
を

も
ち
、
ゆ
る
や
か
な
坂
道
を
約

３
分
ば
か
り
登
る
と
、
木
立
の

な
か
に「
從
三
位
大
江
朝
臣（
あ

そ
ん
）
元
就
」
の
墓
碑
が
見
ら

れ
た
。

  

元
就
の
先
祖
は
、
鎌
倉
幕
府

の
官
僚
・
大
江
秀
光
で
、
相
模

国
毛
利
荘
（
神
奈
川
県
）
に
住

ん
で
い

た
こ
と
か
ら
毛
利
を
名
乗
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
南
北
朝
時
代
に
な
っ

て
毛
利
氏
は
相
模
国
か
ら
安
芸

国
の
吉
田
荘
へ
地
頭
と
な
っ
て

転
勤
し
た
の
で
あ
る
。
郡
山

の
南
東
ふ
も
と
に
は
建
武
３
年

（
１
３
３
６
）
に
築
か
れ
た
旧
本

城
跡
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
毛
利

時
親
が
造
っ
た
も
の
で
、
吉
田
荘

に
入
っ
た
毛
利
氏
の
最
初
の
城

と
見
ら
れ
て
い
る
。

　
郡
山
城
跡
は
急
坂
な
ル
ー
ト

で
あ
る
が
、
本
丸
、
二
の
丸
、

三
の
丸
を
は
じ
め
四
方
に
の
び

る
峰
々
に
２
０
０
以
上
の
石
垣

と
全
山
要
塞
化
し
た
山
城
は
、

は
じ
め
の
旧
本
城
か
ら
１
９
０

年
を
経
て
毛
利
元
就
が
完
成
さ

せ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。

  

元
就
の
武
将
と
し
て
の
名
声

を
決
定
づ
け
た
も
の
は
、
尼
子

軍
３
万
の
来
攻
を
郡
山
城
で
防

ぎ
撃
破
し
た
合
戦
、
陶
晴
賢

軍
２
万
を
壊
滅
さ
せ
た
厳
島
合

戦
、
尼
子
軍
の
息
の
根
を
と
め

た
出
雲・富
田
月
山
（
と
だ
が
っ

さ
ん
）
城
攻
略
合
戦
で
あ
る
。

  

山
口
の
大
内
氏
と
出
雲
の
尼

子
氏
の
大
勢
力
の
は
ざ
ま
に

あ
っ
た
元
就
が
、
尼
子
か
ら
大

内
に
傾
い
た
こ
と
で
尼
子
の
大

軍
に
攻
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
全
山
要
塞
化
し
た
郡
山

に
一
族
家
臣
８
千
人
が
立
て
こ

も
っ
て
防
衛
を
か
た
め
た
と
い

う
誇
り
は
い
ま
も
語
り
継
が
れ

て
い
る
。

  

こ
の
一
致
団
結
の
精
神
が
有

名
な
「
百
万
一
心
（
ひ
ゃ
く
ま

ん
い
っ
し
ん
）」
碑
に
よ
っ
て

伝
え
ら
れ
、
元
就
墓
所
内
に
建

つ
。

  

碑
は
元
就
が
郡
山
城
を
築
城

す
る
と
き
、
人
柱
に
代
え
て
大

石
に
「
一
日
一
力
一
心
」
と
読

め
る
よ
う
に
刻
ん
で
鎮
め
に
し

た
と
い
う
も
の
で
、
日
を
一
に

し
て
、
力
を
一
に
し
、
心
を
一
に

す
る
と
い
う
共
同
一
致
の
精
神

を
示
し
て
い
る
。

  

毛
利
元
就
は
明
応
６
年

（
１
４
９
７
）
重
臣
福
原
氏
の

居
城
鈴
尾
城
で
誕
生
、
元
亀
２

年
（
１
５
７
１
）
６
月
14
日
、

郡
山
城
南
西
の
ふ
も
と
の
居

館
（
い
か
ん
）
で
一
生
を
閉
じ

て
い
る
。
現
在
、
こ
の
居
館
跡

は
広
島
県
立
少
年
自
然
の
家
に

な
っ
て
お
り
「
三
矢
の
訓
」
の

石
碑
が
建
っ
て
い
る
。
ま
た
最

近
、
元
就
墓
所
へ
の
入
口
前
駐

車
場
に
、
尼
子
軍
来
攻
の
さ
い

の
陣
所
跡
を
示
す
説
明
板
が
す

え
ら
れ
た
。
駐
車
場
の
あ
る
郡

山
か
ら
南
の
方
角
に
対
面
す
る

青
山
と
光
井
山
の
尼
子
陣
所
跡

を
指
し
た
も
の
で
、
吉
田
町
史

跡
と
し
て
保
存
し
て
い
る
こ
と

で
、
４
５
６
年
経
っ
た
今
日
も

「
元
就
の
墓
に
は
ま
い
ら
な
い
」

と
い
う
出
雲
人
の
怨
念
を
和
ら

げ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
し
て
元
就
の
孫
、
毛
利

輝
元
が
広
島
に
城
を
築
く
ま
で

２
５
６
年
間
、
中
国
地
方
の
城

下
町
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
た
安
芸

吉
田
が
再
び
ラ
イ
ト
を
浴
び
よ

う
と
し
て
い
る
。

　
だ
が
元
就
が
没
し
て
33
年
後

に
は
関
ケ
原
に
敗
れ
た
輝
元
が

萩
の
地
に
封
じ
ら
れ
、
捲
土
重

来
を
期
し
て
城
下
町
を
開
き
、

萩
毛
利
２
６
０
年
の
歴
史
が
始

ま
る
の
で
あ
る
。
知
将
・
元
就

が
夢
に
も
予
想
で
き
な
か
っ
た

こ
と
だ
ろ
う
。（
元
毎
日
新
聞

萩
通
信
部
長　
中
津
嘉
和
）

大
河
ド
ラ
マ
”
毛
利
元
就
”
決
定
に
わ
く

　
　
萩
毛
利
の
ル
ー
ツ
安
芸
吉
田
町
を
訪
ね
て 

　
毛
利
輝
元
公
が
萩
城
築
城

の
落
成
祝
賀
会
に
加
賀
百
万

石
城
主
等
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
た
。
そ
の
時
茶
懐
石
料

理
に
突
出
し
を
始
め
前
菜
等

次
々
と
料
理
を
出
し
て
行
く

内
、
次
の
料
理
の
出
番
は

箸
洗
の
お
平
碗
を
出
す
事
に

な
っ
て
い
た
。
そ
の
時
、
料

理
手
伝
い
の
１
人
が
何
を
慌

て
た
の
か
お
碗
用
の
箸
洗
料

理
を
側
に
作
っ
て
あ
っ
た
汁

粉
（
ぜ
ん
ざ
い
）
の
鍋
の

中
の
全
部
を
入
れ
て
し
ま
っ

た
。

　

料
理
長
は
頭
を
抱
え
た

が
、
作
り
直
す
間
も
な
く

お
叱
り
を
覚
悟
で
こ
の
品
を

お
碗
に
入
れ
て
客
室
に
運
ん

だ
。
お
客
の
殿
様
方
は
「
酒

の
上
と
は
申
せ
此
の
様
な
珍

味
を
食
し
た
事
が
無
い
。
こ

れ
は
美
味
し
い
」
と
異
口
同

音
に
申
し
、「
此
の
料
理
は

何
と
申
す
や
ら
、
ま
た
作
り
方

を
教
え
て
下
さ
れ
」
と
の
事
で
、

毛
利
公
も
一
口
食
さ
れ
て
か

ら
「
拙
者
も
初
め
て
で
御
座
る
。

少
々
お
待
ち
下
さ
れ
一
寸
料
理

長
に
尋
ね
て
参
り
ま
し
ょ
う
」

と
、
調
理
場
に
行
っ
た
。
調
理

場
に
訪
れ
て
み
る
と
、
料
理
責

任
者
以
下
み
ん
な
白
装
束
で
両

手
を
つ
い
て
平
頭
。
輝
元
公
は

「
此
れ
は
ど
う
し
た
事
だ
」
と

聞
か
る
る
に
、「
箸
洗
用
の
お

碗
料
理
を
汁
粉
の
鍋
に
間
違
っ

て
一
緒
に
し
ま
し
た
の
で
、
殿

の
お
叱
り
を
覚
悟
の
上
で
打
ち

首
に
さ
れ
て
も
と
の
白
装
束
姿

で
御
座
居
ま
す
」
と
申
し
出
た
。

　

輝
元
公
は
驚
か
れ
、「
こ
れ

何
を
申
す
ぞ
。
本
日
の
お
客
人

方
は
、
今
出
し
た
料
理
を
大
層

お
喜
び
に

な
り
、
此
の
料
理
の
名
前
と

作
り
方
を
教
え
て
呉
れ
と
の
事

じ
ゃ
。
各
殿
方
は
そ
れ
ぞ
れ
帰

城
さ
れ
各
藩
で
作
ら
せ
る
と

の
事
じ
ゃ
」
と
の
言
葉
に
、

料
理
長
は
「
名
前
を
付
け
る

処
か
作
り
方
を
教
え
る
も
の

で
は
御
座
居
ま
せ
ん
。
料
理

人
と
し
て
大
変
な
大
失
敗
な

事
な
の
で
あ
り
ま
す
」
と
申

し
出
た
が
、
輝
元
公
は
「
作

り
方
は
別
と
し
て
、
名
前

が
無
け
れ
ば
な
ら
ず
お
客
人

方
に
料
理
の
名
前
を
知
ら
せ

ぬ
訳
に
は
参
ら
ぬ
の
で
、
何

と
言
う
名
前
を
付
け
る
べ
き

か
」
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、

本
日
の
料
理
責
任
者
は
己
の

従
兄
弟
で
、
従
兄
弟
が
作
っ

た
料
理
だ
か
ら
咄
嗟
に
客
席

に
戻
ら
れ
て
、「
作
り
方
は
何

れ
後
日
送
り
申
し
ま
す
が
、

料
理
の
名
前
は
“
従
兄
弟
煮
”

と
申
す
も
の
だ
そ
う
で
す
」

と
報
告
さ
れ
た
と
の
こ
と
。

　

そ
の
後
、
萩
藩
の
名
物
料

理
の
“
い
と
こ
煮
”
に
な
っ

た
と
か
。

　

大
阪
市
在
住　

室
田
義
正

（
本
籍
・
萩
市
堀
内
）

　

我
が
家
の
言
い
伝
え
ー

　
　
　
　
　
　
　
「
い
と
こ
煮
」
の
由
来

　

こ
の
ほ
ど
、
萩
市
の
Ａ
Ｄ

獏
々
堂
で
は
、夏
み
か
ん
の
“
香

り
”
を
商
品
化
し
て
販
売
を
始

め
た
。

　

こ
の
商
品
は
、
漆
野
さ
ん
が

夏
み
か
ん
の
“
香
り
”
と
い
う

付
加
価
値
を
商
品
に
と
考
え
、

高
砂
香
料
株
式
会
社
（
本
社
・

東
京
）
と
共
同
で
開
発
し
た
も

の
で
、
全
国
に
先
駆
け
て
食

品
エ
ッ
セ
ン
ス
を
香
り
グ
ッ
ズ

と
し
て
商
品
化
し
た
も
の
で
あ

る
。
電
球
を
形
ど
っ
た
ガ
ラ
ス

容
器
に
香
料
を
入
れ
、
イ
ン
テ

リ
ア
グ
ッ
ズ
と
し
て
十
分
楽
し

め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
萩
の
特
産
品
で
あ
る
夏
み

か
ん
の
香
り
を
商
品
と
し
て
何

と
か
売
り
出
す
こ
と
が
で
き
な

い
か
と
思
案
し
て
、
以
前
広

告
会
社
勤
務
の
時
代
に
取
引
の

あ
っ
た
高
砂
香
料
に
相
談
し
出

来
上
が
っ
た
も
の
で
す
。
今
ま

で
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
、

ア
ッ
プ
ル
、メ
ロ
ン
、マ
ン
ゴ
ー

の
香
り
に
続
い
て
５
種
類
め
の

香
り
商
品
と
な
り
ま
す
。
発
売

後
、
売
れ
行
き
も
順
調
に
の
び

て
い
ま
す
。
市
の
要
望
も
あ
り

今
は
、
夏
み
か
ん
の
花
の
“
香

り
”
が
商
品
化
で
き
な
い
か
研

究
中
で
す
」
と
、
漆
野
さ
ん
。

　

漆
野
さ
ん
は
、
静
岡
県
の
出

　
夏
み
か
ん
の
“
香
り
”
を
商
品
化

　
Ａ
Ｄ
獏
々
堂（
ア
ド
ば
く
ば
く
ど
う
）
代
表・漆
野
憲
一
さ
ん

漆
野
憲
一
さ
ん

　

萩
を
題
材
に
し
た
短
歌
が
、

毎
日
新
聞
に
載
っ
て
い
る
の
を

ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

　
萩
市
浜
崎
で
つ
り
具
店
を
経

営
し
て
い
る
山
県
満
江
さ
ん
が

寄
稿
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
短
歌
は
昭
和
42
年
か
ら
習

い
始
め
ま
し
た
。
つ
り
具
店
を

や
っ
て
い
る
の
で
、
外
出
す

る
機
会
が
少
な
く
店
か
ら
見
え

る
萩
の
風
景
や
身
の
回
り
の
こ

と
を
短
歌
の
題
材
に
し
て
い
ま

す
」
と
、
山
県
さ
ん
。

　

昭
和
58
年
、
61
年
と
過
去
に

２
回
毎
日
歌
壇
賞
を
受
賞
す
る

な
ど
、
そ
の
歌
は
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
「
全
国
の
皆
さ
ん
が
読
ま
れ

て
い
る
こ
と
は
励
み
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
生
活
や

萩
の
風
景
を
題
材
に
し
た
短
歌

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
、
熱
く
語
っ
て
く
れ
た

山
県
さ
ん
。
皆
さ
ん
も
、
山
県

さ
ん
の
短
歌
で
ふ
る
さ
と
の
情

景
を
懐
か
し
ん
で
は
い
か
が
。

萩
の
生
活
・
風
景
を
短
歌
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
県
満
江
さ
ん
（
萩
市
浜
崎
）

女
学
校
卒
業
間
際
に
書
き
た
り

し
履
歴
書
つ
ひ
に
使
ふ
こ
と
な

し（
平
成
８
年
９
月
１
日
付
毎
日

新
聞
「
毎
日
歌
壇
」
よ
り
）

心の
風景

　昭和 16 年の三見小学校の風景。子どもたちが体操する向こう
に、木造の校舎が見える。昭和 36 年に、現在の鉄筋コンクリー
ト造りの校舎に建て替えられた。

身
。
静
岡
で
広
告
会
社
に
勤
め

て
い
た
が
、
萩
焼
の
勉
強
に
と

知
人
を
訪
ね
て
萩
へ
来
た
、
い

わ
ば
「
Ｉ
タ
ー
ン
」
者
で
あ
る
。

今
は
、
市
内
で
広
告
会
社
を
経

営
す
る
と
同
時
に
香
り
商
品
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

遠
く
離
れ
て
い
て
も
、
ふ
る

さ
と
の
香
り
が
身
近
で
感
じ
ら

れ
る
商
品
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

夏
み
か
ん
の
香
り
１
本
（
20
ｇ

入
り
）
５
８
０
円

問
い
合
わ
せ　

萩
市
椿
東
新
川

南
区
パ
ー
ル
ビ
ル
３
０
３　

Ａ
Ｄ
獏
々
堂　

Ｔ
Ｅ

Ｌ（
Ｆ
Ａ
Ｘ

兼
用
）

０
８
３
８・２
６・６
４
５
６

　
吉
田
町
は
中
国
自
動
車
道
高
田

イ
ン
タ
ー
か
ら
車
で
約
10
分

（６）



萩市のイメージ
全国に発信

　

こ
の
た
び
、
新
し
い
萩
市

の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
決
ま
っ

た
。

　

こ
れ
は
、
萩
市
の
21
世
紀
の

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と

な
る
「
萩
市
長
期
展
望
」
を

作
成
す
る
中
で
、
新
鮮
な
萩
市

に
ふ
さ
わ
し
い
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
・
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の

制
定
が
必
要
と
の
意
見
が
出
さ

れ
、
萩
市
で
検
討
し
て
き
た
も

の
。

　

新
し
い
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

は
、
ロ
ー
マ
字
表
記
の
ｈ
ａ
ｇ

ｉ
の
小
文
字
ｈ
を
表
現
し
た
も

の
で
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
縦

軸
に
時
間
の
流
れ
（
歴
史
の
重

み
）
を
、
横
軸
に
萩
市
の
持
つ

は
、
萩
市
郷
土
博
物
館
所
蔵
の

杉
家
（
松
陰
の
実
家
）
資
料
の

中
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
松
陰

の
門
下
生
で
い
と
こ
に
あ
た
る

久
保
清
太
郎
は
、
松
陰
の
実
兄

杉
民
治
に
あ
て
て
次
の
よ
う
に

書
き
送
っ
た
。「
こ
の
度
東
京

に
て
、
先
師
（
松
陰
の
こ
と
）

直
筆
の
留
魂
録
等
を
見
る
。
是

は
当
時
入
牢
致
し
居
り
候
沼
崎

と
か
申
す
者
、
昨
年
か
八
丈
島

（
三
宅
島
の
間
違
い
）
よ
り
帰

り
、
取
り
帰
り
候
由
に
て
野
村

精
之
助
（
野
村
靖
の
こ
と
）
方

へ
持
参
候
」。

  

こ
の「
留
魂
録
」は
明
治
24
年
、

萩
の
松
陰
神
社
に
所
蔵
さ
れ
る

に
至
っ
た
。
薄
葉
半
紙
４
つ
折

り
10

枚
に
墨
筆
で
細
書
き
し
て
あ

り
、
折
り
た
た
み
の
跡
に
は
垢

が
深
く
染
み
つ
き
、
沼
崎
の
流

刑
十
数
年
に
わ
た
る
保
存
の
苦

心
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

  

な
お
東
京
都
内
の
主
な
松
陰

関
係
史
跡
に
は
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
。
伝
馬
町
獄
跡
の
十

思
公
園
（
中
央
区
）
に
は
、「
松

陰
先
生
終
焉
之
地
」
碑
と
、「
留

魂
録
」
巻
頭
の
「
身
ハ
た
と
ひ

武
蔵
の
野
辺
に
朽
ぬ
と
も
留
置

ま
し
大
和
魂
」
の
歌
が
刻
ま
れ

た
石
碑
が
建
っ
て
い
る
。
処
刑

後
、
木
戸
孝
允
ら
が
松
陰
の
亡

骸
を
埋
葬
し
た
回
向
院
（
荒
川

区
）
に
は
「
松
陰
二
十
一
回
猛

士
墓
」、文
久
３
年
（
１
８
６
３
）

高
杉
晋
作
ら
が
回
向
院
か
ら
改

葬
し
た
大
夫
山
（
毛
利
家
別
邸

跡
、
現
在
松
陰
神
社
、
世
田
谷

区
）
に
は
「
吉
田
寅
次
郎
藤
原

矩
方
墓
」
と
、
二
つ
の
墓
が
あ

る
。
ま
た
世
田
谷
区
の
松
陰
神

社
に
は
、
原
寸
大
の
松
下
村
塾

が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

（
今
号
の
「
偉
人
伝
」
は
休
載

し
ま
す
。）　

松
陰
遺
書
「
留
魂
録
」
の
行
方

私のお店

  

吉
田
松
陰
は
、
安
政
６
年

（
１
８
５
９
）
10
月
27
日
午
前
、

江
戸
伝
馬
町
の
獄
舎
に
お
い
て

死
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。

  

「
留
魂
録
」
は
、
処
刑
が
執
行

さ
れ
る
前
々
日
の
10
月
25
日
か

ら
書
き
始
め
ら
れ
、
前
日
26
日

の
夕
刻
に
書
き
上
げ
ら
れ
た
。

い
わ
ば
松
陰
が
門
下
生
た
ち
に

あ
て
た
、
遺
書
と
も
い
う
べ

き
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
松
陰

は
死
刑
の
宣
告
を
覚
悟
し
て
お

り
、「
留
魂
録
」
に
は
幕
府
役

人
の
取
り
調
べ
の
様
子
や
獄
中

の
志
士
た
ち
の
消
息
、
さ
ら
に

は
松
陰
自
身
の
心
境
と
後
に
続

く
同
志
た
ち
へ
の
遺
託
が
切
々

と
し
た
た
め
ら
れ
て
い
る
。

  

「
留
魂
録
」
の
松
陰
自
筆
本
は

二
つ
つ
く
ら
れ
、
一
つ
は
刑
死

後
、
間
も
な
く
江
戸
の
飯
田
正

伯
・
尾

寺
新
之
丞
か
ら
、
萩
の
高
杉
晋

作
・
久
坂
玄
瑞
・
久
保
清
太

郎
あ
て
に
送
ら
れ
た
が
、
残
念

な
が
ら
現
存
し
な
い
。
い
ま
一

つ
は
、
伝
馬
町
獄
の
同
囚
沼
崎

吉
五
郎
に
託
さ
れ
た
。
沼
崎

は
、
そ
の
後
三
宅
島
へ
遠
島
に

処
せ
ら
れ
た
が
、
赦
免
さ
れ
て

明
治
９
年
（
１
８
７
６
）、
当

時
神
奈
川
県
令
で
あ
っ
た
野
村

靖
（
松
陰
門
下
生
、
の
ち
内
務・

逓
信
大
臣
）
に
、
肌
身
離
さ
ず

所
持
し
続
け
て
い
た
「
留
魂
録
」

を
手
渡
し
た
。
そ
の
い
き
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萩　
・　
ひ　
と　
・　
人

ビアシティはぎ
ゼネラルマネージャー

末
す え

永
な が

光
み つ

利
と し

さん

インタビュー

社　長

二
つ
の

　

留
魂
録

都
会
的
と
く
つ
ろ
ぎ
の
同
居
す
る
店

　

萩
市
内
の
ほ
ぼ
中
心
部
に
、

都
会
風
の
お
し
ゃ
れ
な
店
が

オ
ー
プ
ン
し
た
。
そ
の
名
も

「
ビ
ア
シ
テ
ィ
は
ぎ
」。
店
に
入

る
と
、
カ
ウ
ン
タ
ー
や
テ
ー
ブ

ル
の
ほ
か
に
座
敷
の
間
が
広
が

り
、
外
見
と
は
ま
た
違
っ
た
雰

囲
気
。

　
若
者
客
が
多
い
の
だ
ろ
う
と

思
い
き
や
、
以
外
に
も
ご
年

輩
の
方
や
家
族
連
れ
も
目
に
つ

く
。

　
「
一
見
若
者
向
け
の
店
、
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る
方

が
多
い
よ
う
で
す
が
、
実
は
幅

広
い
年
齢
層
の
方
を
対
象
に
し

て
い
る
ん
で
す
。
カ
ウ
ン
タ
ー

は
都
会
的
な
イ
メ
ー
ジ
、
テ
ー

ブ
ル
は
ビ
ア
ホ
ー
ル
的
、
座

敷
は
く
つ
ろ
ぎ
の
イ
メ
ー
ジ
と

い
う
の
が
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
で

す
。
都
会
的
な
雰
囲
気
を
く
ず

す
こ
と
な
く
、
萩
の
景
観
と
調

和
さ
せ
る
と
い
っ
た
点
が
一
番

苦
労
し
ま
し
た
。」
と
、
ゼ
ネ

ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
末
永
さ

ん
。

　

座
敷
の
間
が
８
部
屋
あ
り
、

き
っ
ち
り
仕
切
ら
れ
て
い
る
。

落
ち
つ
い
て
食
事
で
き
る
よ
う

に
と
の
末
永
さ
ん
の
配
慮
で
あ

る
。
１
部
屋
で
約
６
名
程
度
。

こ
れ
な
ら
家
族
で
来
て
も
十
分

く
つ
ろ
げ
そ
う
だ
。
ま
た
、
部

屋
を
つ
な
げ
ば
最
大
60
名
ま
で

収
容
で
き
る
の
で
、
団
体
で
来

て
も
大
丈
夫
、
と
の
こ
と
。

　

さ
て
、
気
に
な
る
メ
ニ
ュ
ー

だ
が
、
ビ
ー
ル
は
生
、
黒
、
ハ
ー

フ
＆
ハ
ー
フ
が
あ
り
、
カ
ク
テ

ル
類
も
10
種
類
以
上
そ
ろ
っ
て

い
る
。
特
に
ハ
ー
フ
＆
ハ
ー
フ

は
、
マ
イ
ル
ド
な
飲
み
や
す
さ

の
な
か
に
も
コ
ク
が
あ
り
、
人

気
商
品
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
ビ
ア
ホ
ー
ル
と
い
っ
た
意

識
は
全
然
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
季
節
ご
と
に
応
じ
た
企
画

や
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
来
て
み
て
か
ら
の
お
楽

し
み
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
。
今
後
は
カ
ク
テ
ル

を
も
っ
と
充
実
さ
せ
て
い
く
つ

も
り
で
す
。
こ
の
店
な
ら
で
は

の
メ
ニ
ュ
ー
も
作
り
た
い
で
す

ね
。」

　
「
く
つ
ろ
ぎ
」と「
や
す
ら
ぎ
」

の
提
供
が
店
の
モ
ッ
ト
ー
。
現

在
15
名
の
ス
タ
ッ
フ
で
頑
張
っ

て
い
る
。
２
０
０
０
円
台
の
予

算
で
十
分
に
楽
し
め
る
と
の
こ

と
。
気
取
ら
ず
に
行
け
そ
う
だ
。

　

末
永
さ
ん
は
、
エ
ン
ジ
ニ
ア

と
し
て
約
10
年
間
東
京
で
の
生

活
を
経
験
。
そ
の
時
の
経
験
が

生
か
さ
れ
て
い
る
の
か
、
店
の

中
に
も
セ
ン
ス
の
良
さ
が
光
っ

て
い
る
。
都
会
的
な
雰
囲
気
の

な
か
に
も
く
つ
ろ
ぎ
の
あ
る
こ

の
店
は
、
実
は
末
永
さ
ん
自
身

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
「
お
客
さ
ん
の
年
齢
層
も
幅

広
く
、
当
初
の
目
的
は
達
成
し

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
が
本
当

の
勝
負
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

と
、
先
を
じ
っ
と
見
据
え
た

ま
な
ざ
し
で
熱
く
語
る
末
永
さ

ん
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
途
中
に

も
商
談
の
電
話
が
し
ば
し
ば
。

忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
る
よ

う
だ
。

営
業
時
間　

　
平　
日　
17
：
00
〜
23
：
00

　
日
曜
日　
16
：
00
〜
22
：
00

問
い
合
わ
せ　
　

〒
７
５
８

山
口
県
萩
市
東
田
町
19
の

４　

ビ
ア
シ
テ
ィ
は
ぎ
☎

０
８
３
８・２
６・５
０
０
１

Beer City

ビア  シティ  はぎ 

文
化
・
伝
統
及
び
自
然
の
量
を

表
し
、
萩
市
が
歴
史
的
文
化
都

市
で
あ
る
こ
と
、
豊
か
な
自
然

景
観
の
ま
ち
で
あ
る
こ
と
を
表

現
し
て
い
る
。

　

ス
ラ
ッ
シ
ュ
（
ｈ
の
区
切
り

の
斜
線
の
部
分
）
は
現
在
を
表

し
、
過
去
か
ら
現
在
に
い
た
る

時
間
の
流
れ
と
と
も
に
培
っ
て

き
た
文
化
や
伝
統
の
重
み
を
認

識
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
を
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
再
編

成
し
、
21
世
紀
に
向
か
っ
て
大

き
く
前
進
す
る
萩
の
姿
を
表
現

し
て
い
る
も
の
。

　

ま
た
、
新
し
い
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
と
同
時
に
ロ
ゴ
マ
ー
ク

（
言
葉
の
デ
ザ
イ
ン
）
と
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
も
決
ま
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
市
制
施
行
50
周

年
・
60
周
年
の
際
に
そ
れ
ぞ
れ

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
制
定
さ
れ

て
き
た
が
、
今
回
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
は
萩
市
長
期
展
望
の
策

定
に
合
わ
せ
、
新
時
代
に
あ
っ

た
新
し
い
萩
の
イ
メ
ー
ジ
を
全

国
に
発
信
し
よ
う
と
決
ま
っ
た

も
の
。
今
後
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
、
封
筒
、
名
刺
等
に

活
用
し
て
萩
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
図
り
た
い
と
の
こ
と
。

新しいシンボル
　　　　マーク決定

東京都港区赤坂５丁目ＴＢＳ会館地下　
☎０３- ３５８２- ６８４１　
　都内赤坂のＴＢＳ会館地下にある料亭「ざくろ」では萩の見島
周辺でとれる新鮮な魚介類が食べられる。現在、都内に６店舗を
誇り日本料理からしゃぶしゃぶ、イタリア料理まで、本格的な料
理が味わえる。お薦めは、今が旬の日本海でとれたアジ。刺し身
やたたきが３〜４千円から。また、座敷で楽しめる本格しゃぶしゃ
ぶは、２万円前後のコース。
　こだわりで料理通のあなた、いかがでしょうか。

東京都港区赤坂

料亭「ざくろ」
ＴＢＳ店

　萩市呉服町にある萩焼ぎゃらり
い「彩陶庵」では、この６月から
インターネットのホームページを
開設した。
　ホームページには、萩焼作家の
展覧会スケジュールや萩焼入門、
山口県立萩美術館・浦上記念館等
の美術館情報、萩エリア情報など
が入っており、内容も各項目ごと
に任意に更新してあるという。
ホームページアドレス
　ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｊｏｈ
ｏ−ｙａｍａｇｕｃｈｉ．ｏｒ．
ｊｐ／ｓａｉｔｏ−ａｎ／
電子メール
　ｓａｉｔｏ−ａｎ＠ｊｏｈｏ−
ｙａｍａｇｕｃｈｉ．ｏｒ．ｊｐ

　彩陶庵が
ホームページを開設

留魂録（松陰神社蔵）

東京の松陰神社（世田谷区）

　
松
陰
神
社
内
の
松
陰
墓

（７）



情 報 ア ラ カ ル ト

関 東 地 区

中 国 地 区

九 州 地 区

山 口 県 関 係

テ レ ビ ・ ラ ジ オ

関 西 地 区

書 籍

萩 市 関 係

（８）

◆姉妹都市の観光と物産展
　萩市と姉妹都市の鎌倉市で「姉妹都市の観光と物産
展」が開催されます。萩市からも観光パネルのほか、
海産物や萩焼などが出品されます。
と　き　９月 14 日（土）・15 日（日）
ところ　鎌倉市・中央公民館ロビー（物産展）、市庁
舎ロビー（観光パネル展）
◆東京指月会総会
　東京指月会の総会を次のとおり開催します。今年は、
萩からＣＡＴＶ（萩ケーブルネットワーク）が訪れ同
窓会を取材します。また、萩のまちの近況をビデオで
紹介します。多くの皆さんの参加をお待ちしています。
と　き　10 月 18 日（金）午後６時〜
ところ　千代田区丸の内北口・日本工業倶楽部
◆第５回萩・世田谷幕末維新祭り
　すっかり世田谷の名物となったこの祭りは、今年で
５回目を迎えます。萩の物産展や萩焼の陶芸教室、萩
明倫小学校と世田谷若林小学校の絵画交流展などが開
かれます。また、奇兵隊パレードも披露されます。
と　き　10 月 19 日（土）・20 日（日）
ところ　世田谷・世田谷松陰神社、松陰神社通り商店街
◆第９回圏域美術家展
　萩出身の女性日本画家・内田清虹の作品が出品され
ます。
と　き　10 月 19 日（土）〜 10 月 27 日（日）
ところ　清瀬市・郷土博物館
◆伊藤博文公墓前祭
と　き　10 月 26 日（土）午前 11 時〜
ところ　品川区西大井６ー 10 ー 18
◆農林水産まつり
　山口県の農林水産物が出品されます。
と　き　11 月１日（金）・２日（土）・３日（日）
ところ　東京都有明・東京ビッグサイト
◆第 18 回武蔵野美術家展
　萩出身の女性日本画家・内田清虹の作品が出品され
ます。
と　き　11 月 14 日（木）〜 11 月 24 日（日）
ところ　三鷹市・武蔵野市民文化会館（アルテ）
◆萩焼作家の個展
●坂高麗左衛門展
と　き　９月 25 日（水）〜９月 30 日（月）
ところ　横浜市・横浜そごう
●三輪和彦作陶展
と　き　10 月１日（火）〜 10 月６日（日）
ところ　東京・日本橋三越本店６Ｆ特選画廊
●小田光治作陶展
と　き　10 月９日（水）〜 10 月 22 日（火）
ところ　東京・日本橋高島屋
●納冨晋作陶展
と　き　11 月３日（日）〜 11 月９日（土）
ところ　東京・丸善日本橋店４Ｆギャラリー

東 北 地 区
◆市民劇場「早春譜」
　萩の青年と会津の娘の恋愛物語です。
と　き　11 月 24 日（日）午後１時〜
ところ　会津若松市・會津風雅堂
問い合わせ　０２４２・２７・０９００
◆萩焼作家の個展
●岡田裕作陶展
と　き　10 月 29 日（火）〜 11 月 10 日（日）
ところ　福島県福島市・大月画廊

◆明治維新防長殉難者顕彰会
と　き　10 月 20 日（日）午前９時 30 分〜
ところ　京都市東山区・東福寺退耕庵

東 海 地 区
◆萩焼作家の個展
●「ぬくもりと彩りのうつわ」展
　萩焼作家・樋口大桂の作品が出品されます。
と　き　９月 12 日（木）〜９月 17 日（火）
ところ　名古屋市中区・妙香園画廊

◆京都山口県人会懇親会
と　き　10 月 20 日（日）午前９時 30 分〜
ところ　京都市東山区・東福寺退耕庵
◆第３回萩同郷会
　４年に１度の萩高・萩商・萩工・萩光塩出身者の合同同
窓会を次のとおり開催します。多くのみなさんの参加を
お待ちしています。
と　き　11 月 17 日（日）正午〜
ところ　大阪市北区梅田・大阪弥生会館
◆萩焼作家の個展
●内村幹雄作陶展
と　き　10 月 30 日（水）〜 11 月４日（月）
ところ　大阪市梅田・阪急百貨店
●現代陶芸　７つのメッセージ展
　萩焼作家・三輪龍作の作品が出品されます。
と　き　11 月８日（金）〜 11 月 13 日（水）
ところ　大阪府守口市・京阪百貨店内ギャラリーオブ
アーツアンドサイエンス

◆たちばな会広島支部総会
　たちばな会広島支部の第 38 回総会を次のとおり開催
します。多くのみなさんの参加をお待ちしています。
と　き　10 月 25 日（金）午後６時 30 分〜
ところ　広島市南区・シティホテル広島
◆広島指月会発足総会
　広島指月会発足総会を次のとおり開催します。多くの
みなさんの参加をお待ちしています。
と　き　11 月 10 日（日）正午〜
ところ　広島市中区・メルパルク広島
◆萩焼作家の個展
●坂高麗左衛門展
と　き　10 月３日（木）〜 10 月８日（火）
ところ　広島市・福屋
●特別展「女はどう表現されてきたのか」
　萩焼作家・三輪龍作の作品が出品されます。
と　き　10 月９日（水）〜 11 月 10 日（日）
ところ　岡山市・岡山県立美術館
●兼田佳炎作陶展
と　き　10 月 29 日（火）〜 11 月 18 日（月）
ところ　広島市・広島そごう

◆萩焼作家の個展
●西日本選抜精鋭作家展
　萩焼作家・田中秀男、田中克敏、中村真一の作品が出
品されます。
と　き　９月 19 日（木）〜９月 23 日（月）
ところ　北九州市小倉北区・西日本総合展示場（18 回
西日本陶磁器フェスタ）
●世界炎の博覧会　国際陶芸アカデミー会員展
　萩焼作家・三輪龍作の作品が出品されます。
と　き　９月 27 日（金）〜 10 月 13 日（日）
ところ　佐賀市・佐賀県立美術館

◆巴城会・たちばな会下関支部合同同窓会
　萩高同窓会・巴城会と萩商同窓会・たちばな会下関支
部の合同同窓会を次のとおり開催します。多くのみなさ
んの参加をお待ちしています。
と　き　10 月 18 日（金）午後６時〜
ところ　下関市・亀山神宮
◆山口指月会総会
　山口指月会総会を次のとおり開催します。多くのみな
さんの参加をお待ちしています。
と　き　10 月 18 日（金）午後６時〜
ところ　山口市・湯田温泉・翠山荘
◆萩焼作家の個展
●三輪栄造茶わん展
と　き　９月 20 日（金）〜９月 25 日（水）
ところ　徳山市・近鉄松下百貨店
●第 19 回伝統工芸新作展
　萩焼作家・三輪休雪、波多野善蔵、三輪栄造、厚東建
信、岡田裕、野坂康起、兼田三左衛門、松村拓夫、坂高
麗左衛門、納冨晋、兼田佳炎、玉村登陽、止原伸郎、山
影陶道の作品が出品されます。
と　き　９月 25 日（水）〜９月 30 日（月）
ところ　下関市・下関大丸

◆萩魚まつり
と　き　10 月 13 日（日）午前９時〜
ところ　萩市前小畑・萩漁港
◆山口県立萩美術館・浦上記念館オープン
と　き　10 月 14 日（月）
ところ　萩市平安古・山口県立萩美術館・浦上記念館
◆たちばな会総会
　たちばな会総会を次のとおり開催します。多くのみ
なさんの参加をお待ちしています。
と　き　10 月 19 日（土）午後６時〜
ところ　萩市江向・萩商業高等学校新体育館
◆明経中学校同窓会
　明経中学校の同窓会を次のとおり開催します。多く
のみなさんの参加をお待ちしています。
と　き　10 月 26 日（土）午後６時 30 分〜
ところ　萩市土原・明経中学校体育館
◆維新史回廊シンポジウム
　維新研究者、文学者、文化・観光団体関係者、文化
行政担当者等をパネラーとするシンポジウム。
と　き　10 月 27 日（日）午後１時 30 分〜
ところ　萩市船津・松陰神社境内
◆萩商工会議所創立 50 周年記念会員大会
と　き　10 月 29 日（火）午後１時 30 分〜
ところ　萩市江向・萩市民館
◆萩時代まつり
と　き　11 月９日（土）・10 日（日）
ところ　萩市椿東・萩市民体育館、旧萩街道
内　容　時代行列（10 日のみ）、長州大楽市、ふるさ
と商人市、時代展等
◆萩焼作家の個展
●三輪栄造茶わん展
と　き　９月６日（金）〜９月 12 日（木）
ところ　萩市呉服町・ギャラリー「彩陶庵」

◆堂々日本史「シリーズ幕末京都薩長同盟」ＮＨＫ
総合テレビ
　今回は幕末の京都を舞台に近代国家が生誕する瞬間
に光をあてる。中でも「薩長同盟」は、その後の日本
史の流れに決定的な影響を与える出来事であった。そ
の主役の一方は長州藩、そして萩、中でも松下村塾は

「維新の故郷 」といっても過言でなく、番組では松下
村塾を中心に萩の歴史的遺産を紹介する。
放映予定日　９月 24 日（火）午後 10 時〜 10 時 45
分
◆日曜スペシャル「海の幸山の幸日本列島とれたてグ
ルメ旅」〜萩・津和野　北浦街道〜日本テレビ（東京
近郊）
　秋の北浦街道を萩・津和野・下関を中心に訪ねる。
萩から長門そして下関までの日本海のとれたてグルメ
旅が今回のメインテーマ。また、萩・津和野などの美
しい街を味わい、江戸から明治への歴史を辿る旅でも
ある。林家こぶ平がレポーターとして出演。
放映予定日　10 月 13 日（日）午後２時〜

◆「高杉晋作の生涯」　冨成　博著　（新人物往来社）
　おもしろきこともなき世をおもしろく・・・長州の
天才的革命児・高杉晋作の 29 年の生涯を詳細に辿り、
史料で裏づけながら革命に奔走した跡をノンフィク
ションとして描く。生誕１３０年記念出版。
定価　２９００円
◆「明治維新の思想」　五十嵐暁郎著　（世織書房）
　革命家たちは難局をどう乗り越え、ビジョンを描き
出していったか。公家は彼らに寄り添いつつ天皇制国
家の実現を求め、西郷は故郷の地で命を断たれ伝説の
人物に昇華した。そして敗者である旧幕臣たちは屈辱
に耐えて近代化の実質的な担い手となった。
定価　２６７８円

●守田唐七展
と　き　９月 27 日（金）〜 10 月２日（水）
ところ　阿知須町・ギャラリー「茅舎」
●萩焼選抜作家秀作展
　萩焼作家・三輪休雪、波多野善蔵、厚東建信、兼田
昌尚、坂高麗左衛門、中村真一、納冨晋、玉村登陽、
止原伸郎、松野龍司、山影陶道の作品が出品されます。
と　き　10 月 31 日（木）〜 11 月５日（火）
ところ　下関市・下関大丸


